
（33）

一
、
は
じ
め
に

大
阪
歴
史
博
物
館
（
以
下
、
当
館
と
す
る
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
下
郷
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
か
つ
て
滋
賀
県
長
浜
市
に
所
在
し
た
財
団
法
人
下
郷
共
済
会
が
所
蔵
し
た
も
の

で
、
鍾
秀
館
と
名
づ
け
ら
れ
た
私
設
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
鍾
秀
館
が
所
蔵
し
た
考
古
資
料
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
心
と
な
る
縄
文
時
代
の
貝
塚
採
集
資
料
に
つ
い
て
検
討
を

続
け
き
た
が
、
一
方
、
こ
れ
ら
縄
文
時
代
資
料
群
と
は
異
な
る
出
自
を
想
定
で
き
る
一

群
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
瓦
経
も
そ
の
ひ
と

つ
で
、
公
表
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
瓦
経
研
究
に
お
い
て
ま
っ
た
く

触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
び
、
当
館
保
管
瓦
経
を
調
査
す

る
機
会
が
あ
り
、
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
瓦
経
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
結
果
、

ほ
と
ん
ど
が
三
重
県
伊
勢
市
小
町
塚
瓦
経
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
加
え
て
、
そ

の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
点
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
新
た
な
瓦
経
資
料
例
と

し
て
報
告
す
る
と
と
も
に
瓦
経
研
究
に
お
け
る
本
資
料
群
の
位
置
づ
け
を
行
う
。

下
郷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
瓦
経
片

加
藤

俊
吾

	

要
旨

大
阪
歴
史
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
下
郷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
か
つ
て
滋
賀
県
長
浜
市
に
所
在
し
た
財
団
法
人
下
郷
共
済
会
が
所
蔵
し
た
も
の
で
あ

る
。
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
瓦
経
は
出
土
地
な
ど
の
情
報
を
も
た
ず
、
こ
れ
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
瓦
経
を
新
例
と
し
て
報
告
す
る
べ
く
、
校
合
お
よ
び
そ
の
内
容
を
検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
が
伊
勢
市
小
町
塚
瓦
経
と
一
連
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
な
か
に
は
既
出
資
料
に
よ
っ
て
補

完
さ
れ
る
書
写
内
容
を
も
つ
個
体
も
存
在
し
、
瓦
経
製
作
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
資
料
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
経
典
以
外
の
書
写
内
容
を
も
つ
個
体
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
ら
た
に
判
明
し
た
。
そ
の
内
容
は
天
台
宗
の
僧
・
光
宗
（
一
二
七
六
～
一
三
五
〇
）
に
よ
る
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
一
部
と
合
致
す
る
。

経
典
以
外
の
内
容
を
も
つ
瓦
経
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
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二
、
こ
れ
ま
で
の
瓦
経
研
究
と
当
館
保
管
の
瓦
経
資
料

瓦
経
と
は
経
文
が
刻
ま
れ
た
粘
土
板
を
焼
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
埋
納
さ
れ
た
状
態

で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
経
塚
埋
納
遺
物
の
一
種
と
い
え
る
。
現
存
す
る
瓦
経
資
料
の
多

く
は
伝
世
品
で
、
し
か
も
破
片
の
状
態
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
記
さ
れ
た
願
文
・
奥
書

な
ど
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
鳥
取
県
倉
吉
市
大
日
寺
で
発
見
さ
れ
た
瓦
経
が
最
も
古
く
、

延
久
三
年
（
一
〇
七
一
）
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
小
町
塚
瓦
経
は
相
当
数
の
現
品
ま
た
は
拓
本
が
各
地
で
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
瓦
経
の
発
見
が
江
戸
時
代
（
天
明
年
間
）
ま
で
遡
り
、
出
土
し

た
瓦
経
は
京
都
や
江
戸
な
ど
の
各
地
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
た
［
小
玉
二
〇
一
二
、七
六
頁
］

こ
と
も
、
背
景
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
瓦
経
研
究
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
注
目
さ
れ
る
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
瓦
経
の
埋
納
は
末
世
に
お
け
る
経
典
保
存
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、
極
楽

往
生
の
た
め
の
「
作
善
業
」
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
小
町

塚
瓦
経
に
お
い
て
、
瓦
経
の
複
数
部
製
作
と
そ
の
混
入
と
い
う
現
象
が
見
え
て
き
た
こ

と
で
あ
る
。
石
田
茂
作
に
よ
り
瓦
経
研
究
が
本
格
化
し
た
当
初
か
ら
瓦
経
塚
造
営
の
意

義
が
問
わ
れ
て
い
た
が
［
石
田
一
九
五
八
］、
岡
山
県
倉
敷
市
安
養
寺
瓦
経
の
発
見
・

発
掘
を
契
機
に
、
作
善
に
基
づ
く
造
営
と
い
う
視
点
が
よ
り
強
く
意
識
さ
れ
る
に
到
っ

た
［
鎌
木
一
九
六
三
］。
そ
し
て
こ
れ
を
小
町
塚
瓦
経
の
検
討
か
ら
実
証
的
に
示
し
た

の
が
和
田
年
弥
や
村
木
二
郎
で
あ
っ
た
［
和
田
一
九
九
〇
、
村
木
二
〇
〇
二
］。
特
に

村
木
は
そ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
小
町
塚
瓦
経
お
よ
び
近
接
す
る
菩
提
山
瓦
経
の
伝

世
資
料
を
悉
皆
的
に
取
り
上
げ
、
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
小
町
塚
瓦
経
の
ほ
ぼ

す
べ
て
に
お
い
て
重
複
し
て
製
作
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
、
そ
の
理
由
と
し
て
両
瓦
経

が
同
時
に
製
作
さ
れ
た
た
め
と
の
見
解
を
示
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
結
果
を
、
同
瓦
経
が

「
作
る
こ
と
に
意
義
を
見
出
し
て
い
た
」
た
め
と
評
価
し
た
［
村
木
二
〇
〇
二
］。
こ
の

よ
う
に
、
個
々
の
瓦
経
の
校
合
と
復
原
に
基
づ
い
た
瓦
経
塚
造
営
の
意
義
付
け
は
、
そ

れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
け
る
蓄
積
を
開
花
さ
せ
た
も
の
と
し
て
大
き
な
意
味
を
も
ち
、

か
つ
そ
れ
以
降
の
小
町
塚
瓦
経
研
究
上
の
指
標
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
本
稿

も
こ
れ
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

と
こ
ろ
で
、
当
館
に
は
本
稿
が
対
象
と
し
た
資
料
以
外
に
も
瓦
経
が
保
管
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
網
干
善
教
に
よ
っ
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い

る
［
網
干
一
九
七
九
・
一
九
八
六
］。
館
蔵
品
で
は
現
在
一
六
点
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

五
点
（
収
蔵
番
号
：
考
六
二
五
九
～
六
二
六
二
）
は
当
館
で
長
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
呼

称
さ
れ
る
個
人
収
集
品
で
あ
る
［
網
干
一
九
八
六
］。
こ
の
ほ
か
寄
託
品
が
二
点
あ
り
、

こ
ち
ら
も
個
人
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
［
網
干
一
九
七
九
］。
こ
れ
ら
七

点
に
、
今
回
の
検
討
対
象
資
料
一
一
点
と
、
さ
ら
に
未
報
告
分
で
あ
る
一
一
点
の
館
蔵

品
を
加
え
た
合
計
二
十
九
点
が
、
当
館
保
管
瓦
経
の
総
数
と
な
る（
１
）。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
た
当
館
保
管
瓦
経
の
書
写
経
典
に
は
、『
大
般
若
波

羅
蜜
多
経
』
一
点
（
考
六
二
六
〇
）、『
妙
法
蓮
華
経
』（
以
下
、
法
華
経
と
略
記
）
一

点
（
考
六
二
五
九
）、『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
（
以
下
、
大
日
経
と
略
記
）
一

点
（
考
六
二
六
一
―
一
）、『
蘇
悉
地
羯
囉
経
』（
以
下
、
蘇
悉
地
経
と
略
記
）
三
点
（
考

六
二
六
一
―
二
、
寄
託
品
二
点
）
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（
２
）。
な
お
、
考
六
二
六
一

―
一
は
小
町
塚
瓦
経
と
見
ら
れ
て
お
り
［
網
干
一
九
八
六
・
村
木
二
〇
〇
二
］、
こ
れ

と
同
一
個
体
（
た
だ
し
別
箇
所
）
の
拓
本
が
現
在
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
［
村
木
二
〇
〇
二
、三
五
～
三
六
頁
］。



（35）

大阪歴史博物館 研究紀要 第15号（2017）

三
、
下
郷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
瓦
経
の
内
容

こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
出
土
瓦
経
と
の
外
観
上
の
比
較
（
筆
跡
、
胎
土
、
罫
線
、

文
字
配
置
な
ど
）
か
ら
、
ま
ず
は
小
町
塚
瓦
経
と
の
類
似
性
が
看
て
取
れ
た
。
そ
の
想

定
の
下
で
各
資
料
を
復
原
し
先
行
研
究
の
成
果
と
照
合
し
た
結
果
、
概
ね
小
町
塚
瓦
経

と
判
断
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
以
下
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
一
）
法
華
経

一
点
確
認
で
き
た
。
資
料
番
号
は
考
五
七
八
六
―
一
〇
で
あ
る
（
第
１
図
・
写
真
１
）。

破
片
で
、
残
存
す
る
法
量
は
幅
一
二
九
㎜
、
高
さ
八
九
㎜
、
厚
さ
二
四
㎜
（
い
ず
れ
も

最
大
、
以
下
同
）
を
測
る
。
焼
成
は
良
好
。
胎
土
も
緻
密
だ
が
、
直
径
一
二
㎜
ほ
ど
の

礫
の
混
入
が
一
箇
所
で
確
認
さ
れ
た
。
色
調
は
灰
褐
色
を
呈
す
る
。
上
辺
小
口
面
の
角

に
は
粘
土
の
メ
ク
レ
が
弱
く
残
り
、
こ
れ
を
掻
き
取
る
よ
う
に
面
取
り
し
て
い
る
。
残

存
す
る
文
字
を
以
下
に
示
す（
３
）。

《
Ｘ
面
》

	

伊

	

柅
十二

	

世
尊
□

	

皆
隨
喜

	

《
Ｙ
面
》

佛
已

尒
時
毗

	

為
愍

	

說

	
	

こ
の
判
読
さ
れ
た
内
容
を
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
、
大
正
大
蔵
経
と
略
記（
４
））

に
よ
っ
て
校
合
し
た
結
果
、
法
華
経
巻
第
八
の
「
陀
羅
尼
品
第
二
十
六
」
で
あ
る
と
判

断
し
た
。
そ
の
配
置
案
を
以
下
に
示
す（
５
）。

第１図 5786－10（法華経）

0 5cm

（1 : 2）
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1

佛
所
説
若
有
侵
毀
此
法
師
者
則
爲
侵
毀
是
諸

2

佛
已
時
釋
迦
牟
尼
佛
讃
藥
王
菩
薩
言
善
哉
善

3

哉
藥
王
汝
愍
念
擁
護
此
法
師
故
説
是
陀
羅
尼

4

於
諸
衆
生
多
所
饒
益

5

爾
時
勇
施
菩
薩
白
佛
言
世
尊
我
亦
爲
擁
護
讀

6

誦
受
持
法
華
經
者
説
陀
羅
尼
若
此
法
師
得
是

7

陀
羅
尼
若
夜
叉
若
羅
刹
若
富
單
那
若
吉
遮
若

8

鳩
槃
茶
若
餓
鬼
等
伺
求
其
短
無
能
得
便
即
於

9

佛
前
而
説
呪
曰

10

痤
誓
螺
反

隷
一

摩
訶
痤
隷
二

郁
枳
三

目
枳
四

阿

11

隷
五

阿
羅
婆
第
六

涅
隷
第
七

涅
隷
多
婆
第
八

12

伊
緻
猪
履
反

柅
女
氏
反
九

韋
緻
柅
十

旨
緻
柅
十一

涅
隷
辛堀 

13

柅
十二

涅
犁
辛堀
婆
底
十三

14

世
尊
是
陀
羅
尼
神
呪
恒
河
沙
等
諸
佛
所
説
亦

15

皆
隨
喜
若
有
侵
毀
此
法
師
者
則
爲
侵
毀
是
諸

1

佛
已

2

爾
時
毘
沙
門
天
王
護
世
者
白
佛
言
世
尊
我
亦

3

爲
愍
念
衆
生
擁
護
此
法
師
故
説
是
陀
羅
尼
即

4

説
呪
曰

5

阿
梨
一

那
梨
二

那
梨
三

阿
那
盧
四

那
履
五

拘

6

那
履
六

7

世
尊
以
是
神
呪
擁
護
法
師
我
亦
自
當
擁
護
持

8

是
經
者
令
百
由
旬
内
無
諸
衰
患
爾
時
持
國
天

9

王
在
此
會
中
與
千
萬
億
那
由
他
乾
闥
婆
衆
恭

10

敬
圍
繞
前
詣
佛
所
合
掌
白
佛
言
世
尊
我
亦
以

11

陀
羅
尼
神
呪
擁
護
持
法
華
經
者
即
説
呪
曰

12

阿
伽
禰
一

伽
禰
二

瞿
利
三

乾
陀
利
四

旃
陀
利
五

摩

13

蹬
耆
六

常
求
利
七

浮
樓
莎
柅
八

頞
底
九

14

世
尊
是
陀
羅
尼
神
呪
四
十
二
億
諸
佛
所
説
若

15

有
侵
毀
此
法
師
者
則
爲
侵
毀
是
諸
佛
已

真
言
（
呪
）
の
部
分
に
つ
い
て
は
文
字
詰
め
の
規
格
と
合
致
し
な
い
可
能
性
も
あ
る

が
、
さ
し
あ
た
っ
て
右
の
よ
う
に
復
原
し
た
。
配
置
復
原
の
規
格
で
同
巻
を
割
り
付
け

て
い
っ
た
場
合
、
概
ね
六
枚
目
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る（
６
）。

ま
た
、
こ
の
行
数
と
文
字
数
を
も
と
に
、
瓦
経
一
枚
分
の
原
形
復
原
を
行
う
と
、
幅

三
〇
四
㎜
、
高
さ
二
七
四
㎜
と
な
り
、
難
波
田
徹
に
よ
る
規
格
表
［
難
波
田
一
九
八
一
］

と
対
照
す
る
と
、
概
ね
小
町
塚
瓦
経
と
一
致
す
る
。

（
二
）
大
日
経

一
点
確
認
で
き
た
。
資
料
番
号
は
考
五
七
八
六
―
九
で
あ
る
（
第
２
図
・
写
真
２
）。

残
存
す
る
法
量
は
幅
一
二
〇
㎜
、
高
さ
二
〇
四
㎜
、
厚
さ
一
九
㎜
で
あ
る
。
焼
成
は
や

や
軟
質
な
部
分
も
あ
る
が
概
ね
良
好
。
胎
土
は
緻
密
だ
が
直
径
二
㎜
程
度
の
砂
粒
が
少

量
混
入
す
る
。
色
調
は
灰
褐
色
を
呈
す
る
。

残
存
す
る
経
文
は
、

《
Ｘ
面
》

□
（
塵
カ
）
□
（
垢
カ
）我 	

等
株
◆
過
患 	

界
内
現
意
生
八
葉
大 	

◆
蕊
綵
絢
端
妙
其
中
如
來
一
切
㔺 	
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□
（
尊
カ
）特
身
超
越
身
語
意
地
至
於
心
地
悉
逮
□

□
悦
意
之
果
於
彼
東
方
寶
幢
如
來
南
方
□ 	

	《
Ｙ
面
》

□ 	

□
（
時
カ
）毗
盧
遮
那

尊
復
觀
諸
大
衆
會
□ 	

□
（
主
カ
）言
佛
子
有
祕
密
八
印
㝡
□
（
爲
カ
）
□
（
祕
カ
）□ 	

□
所
同
自
眞
言
道
以
爲
標
□ 	

□
（
相
カ
）應
若
依
法
教
於 	

□
（
如
カ
）是
知
自
身
住 	

□
住
而
得
□ 	

と
な
り
、
大
正
大
蔵
経
を
も
と
に
校
合
し
た
結
果
、
大
日
経
巻
五
の
「
入
秘
密
漫
荼
羅

位
品
第
十
三
」
か
ら
「
秘
密
八
印
品
第
十
四
」
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
。
配
置
案
を

以
下
に
示
す
。

1

心
漫
荼
羅
祕
密
主
彼
身
地
即
是
法
界
自
性
眞

2

言
密
印
加
持
而
加
持
之
以
本
性
清
淨
故
羯
磨

3

金
剛
所
護
持
故
淨
除
一
切
塵
垢
我
人
衆
生
壽

4

者
意
生
儒
童
造
立
者
等
株
杌5

過
患
方
壇
四
門

5

西
向
通
達
周
旋
界
道＜

内
現
意
生
八
葉
大
蓮
華

6

王
抽
莖
敷5

蕊
綵
絢
端
妙
其
中
如
來
一
切
世
間

7

最
尊
特
身
超
越
身
語
意
地
至
於
心
地
悉8

逮
得

8

殊
勝
悦
意
之
果
於
彼
東
方
寶
幢
如
來
南
方
開

0 5cm

（1 : 2）
第 2 図 5786－9（大日経）
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9

敷
華
王
如
來
北
方
鼓
音
如
來
西
方
無
量
壽
如

10

來
東
南
方
普
賢
菩
薩
東
北
方
觀
自
在
菩
薩
西

11

南
方
妙
吉
祥
童
子
西
北
方
慈
氏
菩
薩
一
切
蕊

12

中
佛
菩
薩
母
六
波
羅
蜜
三
昧
眷
屬
而
自
莊
嚴

13

下
列
持
明
諸
忿
怒
衆
持
金
剛
主
菩
薩
以
爲
其

14

莖
處
于
無
盡
大
海
一
切
地
居
天
等
其
數
無
量

15

而
環
繞
之
爾
時
行
者
爲
成
三
昧
耶
故
應
以
意

1

生
香
華
燈
明
塗
香
種
種
餚
膳
一
切
皆
以
獻
之

2

優
陀
那
曰

3

眞
言
者
誠
諦 

圖
畫
漫
荼
羅 

自
身
爲
大
我 

囉
字
淨
諸
垢

4

安
住
瑜
伽
座 

尋
念
諸
如
來 
頂
授
諸
弟
子 

阿
字
大
空
點

5

智
者
傳
妙
花 

令
散
於
自
身 
爲
説
内
所
見 

行
人
宗
奉
處

6

此
最
上
壇
故 

應
與
三
昧
耶

7

祕
密
八
印
品
第
十
四

8

爾
時
毘
盧
遮
那
世
尊
復
觀
諸
大
衆
會
告
執
金

9

剛
祕
密
主
言
佛
子
有
祕
密
八
印
最
爲
祕
密
聖

10

天
之
位
威
神
所
同
自
眞
言
道
以
爲
幖
幟
圖
具

11

漫
荼
羅
如
本
尊
相
應
若
依
法
教
於
眞
言
門
修

12

菩
薩
行
諸
菩
薩
應
如
是
知
自
身
住
本
尊
形
堅

13

固
不
動
知
本
尊
已
如
本
尊
住
而
得
悉
地
云
何

14

八
印
謂
以
智
慧
三
昧
手
作
空
心
合
掌
而
散
風

15

輪
地
輪
如
放
光
焔
是
世
尊
本
威
徳
生
印
其
漫

表
面
で
は
、
五
行
目
の
「
道
」
を
欠
く
一
方
で
、
七
行
目
に
「
悉
」
が
追
加
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
裏
面
で
は
、
書
写
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
五
字
一
句
の
偈

文
を
、
先
行
研
究
を
参
照
し
て
一
行
四
句
の
規
格
に
従
っ
た
。
裏
面
九
～
一
〇
行
目
の

残
存
文
字
の
並
び
か
ら
推
察
す
る
に
、
こ
の
前
後
付
近
に
お
い
て
瓦
経
で
の
脱
字
が
あ
っ

た
可
能
性
が
窺
え
る
。
ま
た
、
経
典
自
体
の
基
本
規
格
と
し
て
想
定
し
た
一
七
字
×

一
五
行
で
大
日
経
を
割
り
付
け
て
い
く
と
、
巻
五
の
一
三
枚
目
に
ほ
ぼ
該
当
し
た
。［
村

木
二
〇
〇
二
］
の
一
覧
表
か
ら
は
当
瓦
経
に
後
続
す
る
箇
所
を
東
観
音
寺
所
蔵
品
（
一
四

枚
目
）［
豊
橋
市
美
術
博
物
館
二
〇
〇
〇
］
が
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
写

真
を
見
る
限
り
で
は
経
文
は
連
続
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

配
置
案
の
規
格
が
正
し
け
れ
ば
、
原
形
は
幅
三
一
五
㎜
、
高
さ
二
二
五
㎜
と
復
原
さ

れ
、
小
町
塚
瓦
経
の
法
量
に
概
ね
合
致
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
小
町
塚
瓦
経
よ
り
も
幅

の
数
値
が
大
き
く
、
反
対
に
高
さ
が
低
い
こ
と
な
ど
、
や
や
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
三
）
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
（
金
剛
頂
経
）

一
点
確
認
で
き
た
。
資
料
番
号
は
考
五
七
八
六
―
八
で
あ
る
（
第
３
図
・
写
真
３
）。

残
存
す
る
法
量
は
幅
一
三
一
㎜
、
高
さ
一
三
八
㎜
、
厚
さ
二
二
㎜
で
あ
る
。
焼
成
は
や

や
軟
質
だ
が
概
ね
良
好
。
胎
土
は
緻
密
で
あ
る
。
色
調
は
暗
灰
色
を
呈
す
る
。

残
存
す
る
文
字
は
、

《
Ｘ
面
》

	

金
剛
歡
喜

善
哉
聲
皆
喜

由 	

金
剛
日

如
佛
得
圓
光

持
金 	

共
諸
佛
等
笑

持
法 	

得
恵
救

者

持
□ 	

金
剛
語
成
就

遍 	



（39）

大阪歴史博物館 研究紀要 第15号（2017）

成
身
如
金
剛

金 	

□
（
順
カ
）
□
（
伏
カ
）諸
契
印

□
（
由
カ
）□ 

	《
Ｙ
面
》

	

皆
以
善
哉 	

則
獲
一
切 	

則
獲
正
法 	

能
滿
一
切 	

獲
得
如
來 	

是
誦
已

能
淨
非 	

那
誦
持
已

能
斷
一
□
（
切
カ
）	

	

と
な
り
、
校
合
の
結
果
、
金
剛
頂
経
の
巻
下
と
判
断
し
た
。
配
置
案
を
以
下
に
示
す
。

1

如
金
剛
拳
合

我
今
説
能
成

金
剛
成
最
勝

自
印
住
於
心

2

薩
埵
金
剛
定

次
説
作
事
業

金
剛
業
無
上

金
剛
界
等
印

3

由
集
會
如
來

壇
師
於
弟
子

刹
那
成
加
持

結
薩
埵
金
剛

4

則
成
持
金
剛

纔
結
金
剛
鉤

能
召
一
切
佛

欲
金
剛
儀
故

5

尚
染
等
覺
者

由
金
剛
歡
喜

善
哉
聲
皆
喜

由
結
寶
金
剛

6

從
佛
獲
灌
頂

由
結
金
剛
日

如
佛
得
圓
光

持
金
剛
幢
已

7

則
滿
一
切
願

金
剛
笑
儀
故

共
諸
佛
等
笑

持
法
金
剛
印

8

等
同
法
金
剛

遍
持
金
剛
劍

得
慧
救
世
者

持
習
金
剛
輪

0 5cm

（1 : 2）

第 3 図 5786－8（金剛頂経）
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9

則
能
轉
法
輪

由
金
剛
語
故

金
剛
語
成
就

遍
持
業
金
剛

10

等
同
金
剛
業

堅
作
金
剛
護

成
身
如
金
剛

金
剛
牙
勝
印

11

能
摧
諸
惡
魔

堅
結
金
剛
拳

順
伏
諸
契
印

由
戲
得
喜
悦

12

由
鬘
得
莊
嚴

由
語
語
威
肅

得
供
由
舞
故

焚
香
滋
澤
世

13

由
花
色
端
嚴

由
燈
世
清
淨

由
香
獲
妙
香

金
剛
鉤
召
得

14

金
剛
索
得
入

金
剛
鎖
能
縛

金
剛
鈴
遍
入

我
今
説
法
印

15

嚩
日
羅
惹
南
通
佛

能
作
堅
固
金
剛
界

1

次
復
我
今
當
遍
説

法
印
勝
契
如
本
儀

2

誦
三
昧
耶
薩
怛
鑁
二
合

一
切
印
契
爲
主
宰

3

誦
阿
娜
耶
薩
縛
已

即
能
鉤
召
一
切
佛

4

阿
斛
引
蘇
佉
稱
誦
已

染
愛
一
切
諸
佛
等

5

娑
度
娑
度
是
語
已

皆
以
善
哉
令
歡
喜

6

蘇
摩
訶
怛
鑁
二
合

誦
已

則
獲
一
切
佛
灌
頂

7

嚕
褒
儞

二
合

多
語
已

則
獲
正
法
威
徳
光

8

誦
遏
他
鉢
羅
二
合

波
底
丁
口
反

能
滿
一
切
殊
勝
願

9

呵
呵
吽
壑
作
是
笑

獲
得
如
來
微
妙
笑

10

薩
嚩
迦
哩
是
誦
已

能
淨
非
法
皆
清
淨

11

耨蘰
佉
掣
之
曳
反

那
誦
持
已

能
斷
一
切
苦
受
業

12

勃
馱
冐
地
是
言
已

於
曼
荼
羅
爲
主
宰

13

鉢
羅
底
攝
娜
誦
已

共
預
諸
佛
談
語
論

14

蘇
嚩
始
怛
鑁
二
合

誦
已

遍
行
一
切
而
自
在

15

儞
尼
逸
反

婆
去

也
怛
鑁
二合

語
已

両
面
と
も
に
偈
文
の
書
写
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
行
分
の
配
置
を
、
表
面
は
五
字
一

句
の
四
句
と
し
、
表
面
の
空
き
字
ス
ペ
ー
ス
と
裏
面
の
空
白
と
の
対
比
か
ら
裏
面
は
七

字
一
句
の
二
句
配
置
で
復
原
し
た
。
句
毎
の
文
字
揃
え
に
対
す
る
意
識
が
強
か
っ
た
よ

う
だ
。
ま
た
、
金
剛
頂
経
が
見
つ
か
っ
て
い
る
瓦
経
塚
は
小
町
塚
・
大
日
寺
・
男
山
で
、

前
二
者
の
場
合
、
一
五
行
配
置
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
の
瓦
経
も

一
五
行
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
直
前
の
経
文
を
書
写
し
た
瓦
経
が
関
西
大
学

の
所
蔵
品
に
あ
り
［
網
干
一
九
八
二
、一
二
六
頁
］、
経
文
の
つ
な
が
り
も
整
合
す
る
。

想
定
配
置
案
で
割
り
付
け
た
場
合
、
九
枚
目
に
相
当
す
る
。

復
原
さ
れ
た
原
形
は
、
幅
が
三
〇
〇
㎜
、
高
さ
が
二
六
二
㎜
と
な
り
、
小
町
塚
瓦
経

の
法
量
に
ほ
ぼ
適
合
す
る
。

（
四
）
蘇
悉
地
経

合
計
四
点
確
認
で
き
た
。
お
そ
ら
く
、
す
べ
て
大
正
大
蔵
経
で
「
別
本
二
」
と
さ
れ

る
宝
寿
院
本
に
適
合
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
個
々
の
資
料
に
つ
い
て
該
当
す
る

経
典
の
出
現
順
に
述
べ
て
い
く
。

① 

資
料
番
号

考
五
七
八
六
―
三
（
第
４
図
・
写
真
４
）

残
存
法
量
は
幅
二
〇
二
㎜
、
高
さ
八
五
㎜
、
厚
さ
二
〇
㎜
を
測
る
。
焼
成
は
、
残
存

す
る
上
辺
側
が
堅
緻
（
一
部
ガ
ラ
ス
質
化
）
で
、
下
方
に
い
く
に
つ
れ
て
や
や
軟
質
と

な
る
。
胎
土
は
緻
密
で
あ
る
。
色
調
は
灰
褐
色
～
青
灰
色
を
呈
し
、
一
部
白
色
に
近
い

箇
所
も
認
め
ら
れ
る
。
粘
土
板
切
り
離
し
後
の
調
整
工
程
と
し
て
、
上
辺
小
口
面
と
、

裏
面
と
判
断
さ
れ
た
側
の
欄
外
上
部
分
の
へ
こ
み
が
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、
上
辺
小
口
の

角
で
は
粘
土
の
メ
ク
レ
と
面
取
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
残
存
す
る
上
方
片
隅
が
、

上
辺
お
よ
び
側
辺
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
反
り
上
が
っ
た
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
る
点
は
特
徴

的
で
あ
る
。

残
存
す
る
文
字
は
、
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《
Ｘ
面
》

所
行
事 	

助
作
之
使 	

常
以
手
□
（
而
カ
） 	

作
法
事
□
（
務
カ
） 	

時
其
伴
當 	

或
恐
忘
作 	

彼
忘
處 	

諸
事
而
生 	

願
有
所
指
受 	

更
許 	

	

《
Ｙ
面
》

	

悉
地
決 	

菩
薩
所
説
勝 	

木
復
多
花 	

或
有
蘭
若 	

是
之
處
説 	

採
捕
復
無 	

處
或
無 	

如
是
之
處 	

獨
高
臺 	

勝
處
復 	

と
な
り
、
校
合
の
結
果
、
蘇
悉
地
経
（
別
本
二
）
巻
上
の
「
分
別
同
伴
品
第
四
」
か
ら

「
擇
處
品
第
五
」
に
か
け
て
の
部
分
に
よ
く
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
当
該
箇
所
に
相
当

す
る
と
判
断
し
た
。
配
置
案
を
以
下
に
示
す
。

1

所
行
事
有
時
忘
失
其
福
徳
伴
隨
所
見
處
相

2

助
作
之
使
令
周
備
若
欲
成
就
藥
法
之
時
須

3

常
以
手
而
按
其
藥
或
執
草
幹
而
用
按
之
念
誦

4

作
法
事
務
雖
多
終
不
廢
忘
行
者
持
誦
欲
了
之

5

時
其
伴
當
須
側
近
而
立
看
彼
行
者
念
誦
既
勞

6

或
恐
忘
作
發
遣
神
法
置
數
珠
法
及
餘
法
等
見

7

彼
忘
處
應
助
作
之
其
伴
常
須
持
誦
供
養
所
作

8

諸
事
而
生
福
徳
並
皆
迴
向
持
眞
言
者
滿
所
求

0 5cm

（1 : 2）

第 ４ 図 5786－3（蘇悉地経）
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9

願
有
所
指
授3

唯
共
伴
語
若
欲
成
就
最
勝
事
故

10

更
許
一
伴
展
轉
合
語
不
得
參
差
其
伴
所
食
與

11

行
者
同
行
者
所
食
如
依
法
制
具
如
是
者
堪
爲

12

寂
上
勝
事
同
伴
第
三
同
伴
福
徳
亦
然
如
前
所
説

13

蘇
悉
地
羯
羅
經
擇
處
品
第
五

14

復
次
演
説
持
誦
眞
言
成
就
處
者
住
何
方
地
速

15

得
成
就
佛
所
得
道
降
四
魔
處
最
爲
勝
上
速
得

1

成
就
尼
連
禪
河
於
沂
岸
處
無
諸
難
故
其
地
方

2

所
速
得
悉
地
縱
有
衆
魔
不
能
爲
障
所
求
之
事

3

無
不
悉
地
如
是
之
處
速
得
成
就
或
於
佛
所
轉

4

法
輪
處
或
拘
尸
那
城
佛
涅
槃
處
或
迦
毘
羅
城

5

佛
所
生
處
如
上
四
處
最
爲
上
勝
無
諸
障
嬈
三
種

6

悉
地
決
定
得
成
又
於
諸
佛
所
説
勝
處
復
有

7

菩
薩
所
説
勝
處
佛
八
大
塔
或
有
名
山
多
諸
林

8

木
復
多
花
菓
泉
水
交
流
如
是
之
處
説
爲
勝
處

9

或
有
蘭
若
多
諸
花
菓
渠
水
交
流
人
所
愛
樂
如

10

是
之
處
説
爲
勝
處
復
有
蘭
若
多
諸
麋
鹿
無
人

11

採
捕
復
無
羆
熊
虎
狼
等
獸
如
是
之
處
説
爲
勝

12

處
或
無
大
寒
復
無
大
熱
其
處
宜
人
心
所
樂
者

13

如
是
之
處
説
爲
勝
處
或
於
山
傍
或
山
峯
頂
爲

14

獨
高
臺
或
於
山
腹
復
有
流
水
如
是
之
處
説
爲

15

勝
處
復
有
勝
處
青
草
遍
地
多
諸
樹
花
中
有
其

こ
の
よ
う
に
、
基
本
は
お
そ
ら
く
一
行
一
七
字
詰
で
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

一
部
で
一
六
字
・
一
八
字
の
箇
所
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
行
数
は
片
面
一
五
行
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
配
置
案
を
も
と
に
復
原
す
る
と
、
幅
二
九
五
㎜
、
高
さ
二
五
七
㎜
と
な
り
、

小
町
塚
瓦
経
の
法
量
と
矛
盾
し
な
い
範
囲
に
収
ま
り
、
か
つ
同
巻
の
八
枚
目
に
割
り
付

け
ら
れ
た
。
当
資
料
の
前
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
宇
野
拓
本
一

―
三
〇
［
村
木
二
〇
〇
二
、五
四
頁
］
と
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
資
料
［
難
波
田
一
九

八
二
、一
二
八
頁
］
が
存
在
し
、
矛
盾
な
く
連
続
す
る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
前
者
は
小

町
塚
瓦
経
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
資
料
も
小
町
塚
瓦
経
の
可
能
性
が
高
い
。

② 

資
料
番
号

考
五
七
八
六
―
七
（
第
５
図
・
写
真
５
）

残
存
法
量
は
幅
一
二
〇
㎜
、
高
さ
一
九
三
㎜
、
厚
さ
二
二
㎜
を
測
る
。
焼
成
は
良
好

で
、
特
に
上
辺
付
近
で
は
薄
く
ガ
ラ
ス
質
化
し
て
い
る
部
分
も
見
ら
れ
る
ほ
ど
堅
緻
で

あ
る
。
胎
土
は
緻
密
だ
が
、
少
量
の
砂
粒
が
観
察
で
き
る
。
上
辺
小
口
の
両
面
端
部
で

は
、
メ
ク
レ
と
面
取
り
、
さ
ら
に
上
辺
小
口
面
の
凹
み
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
残
存

す
る
側
辺
が
や
や
外
反
す
る
点
は
上
述
①
に
似
る
。

残
存
す
る
文
字
は
、

《
Ｘ
面
》

	

唵
同
上
一 

賀

	

此
真
言
二
手
掬
水
真
言

	

度
次
結
頂
髪
真
言
曰

唵
同
上
一

素
衡蘓
古
反

悉
地
迦
履
莎
去
二
合

縛

	

此
真
言
真
言
髮
三
遍
當
頂
作
髻

	

《
Ｙ
面
》

作
挙
二

◆
（
舒
カ
）大
拇
指
屈
頭
指
押
大
指
頭 	

真
言
三
遍
置
印
頂
上
佛
部
結
髮 	
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唵
同
上
一

尸
祇

尸
契
二

莎
去
二
合

縛
訶 	

蓮
花
部
結
髮
真
言
曰

唵
同
上
一

□（
尸
カ
）□ 	
	

	

と
な
り
、
校
合
の
結
果
、
蘇
悉
地
経
（
別
本
二
）
巻
上
「
持
眞
言
法
品
第
六
」
に
相
当

す
る
と
判
断
し
た
。
配
置
案
を
以
下
に
示
す
。

1

唵
同
上
一

阿
上
密
栗
底
丁
禮
反
二

歌
曩
歌
曩
三

虎
二
合

合牛

2

㧊
四

3

此
眞
言
誦
之
七
遍
辟
諸
毘
那
夜
迦
即
澡
浴
之

4

沐
浴
眞
言
曰

5

唵
同
上
一

阿
上
密
栗
底
同
上
二

虎
二
合

合牛
㧊
三

6

此
眞
言
誦
七
遍
隨
意
澡
浴
洗
浴
之
時
勿
誛
談

7

話
心
須
持
念
沐
浴
心
眞
言
沐
浴
心
眞
言
曰

8

唵
同
上
一

可
理
理
二

虎
二
合

㧊
三

9

此
眞
言
誦
之
乃
至
浴
竟
次
掬
水
自
灌
頂
上
自

10

灌
頂
眞
言
曰

11

唵
同
上
一

賀
佉
里
里
二

虎
二
合

合牛
㧊
三

12

此
眞
言
二
手
掬
水
眞
言
三
遍
自
灌
其
頂
如
是
三

13

度
次
結
頂
髮
眞
言
曰

14

唵
同
上
一

素
蘇
古
反

悉
地
迦
口履
二

莎
嚩
去
二
合

訶
三

15

此
眞
言
眞
言
髮
三
遍
當
頂
作
髻
若
是
比
丘
右
手

1

作
拳
舒
大
拇
指
屈
頭
指
押
大
指
頭
上
令
頭
指
圓
曲

2

眞
言
三
遍
置
印
頂
上
佛
部
結
髮
眞
言
曰

0 5cm
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第 ５ 図 5786－7（蘇悉地経）
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3

唵
同
上
一

尸
祇

尸
契
二

莎
嚩
去
二
合

訶
三

4

蓮
華
部
結
髮
眞
言
曰

5

唵
同
上
一

尸
契
二

莎
嚩
去
二
合

訶
三

6

金
剛
部
結
髮
眞
言
曰

7

唵
同
上
一

尸
佉
去
寫
二

莎
嚩
去
二
合

訶
三

8

次
應
洗
手
三
度
漱
口
浴
本
尊
主
佛
部
漱
口

9

飮
水
灑
淨
眞
言
曰

10

唵
同
上
一

摩
訶
二

入
嚩
羅
合牛

11

蓮
華
部
漱
口
飮
水
灑
淨
眞
言
曰

12

唵
同
上
一

覩
知
雉
反

下
同

覩
囉
二

矩
嚕
矩
嚕
三

莎
嚩
去
二
合

訶
四

13

金
剛
部
漱
口
飮
水
灑
淨
眞
言
曰

14

唵
同
上
一

入
嚩
理
多
二

嚩
曰
哩
抳
合牛
三
句

15

作
漱
口
飮
水
灑
淨
己
面
向
本
尊
所
居
之
方

当
個
体
の
書
写
内
容
は
ほ
ぼ
真
言
の
み
か
ら
な
る
た
め
定
型
的
な
規
格
に
当
て
は
め

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
表
面
の
最
終
行
や
裏
面
の
一
～
三
行
目
の
状
況
を
見
る
限
り
一

行
が
一
六
～
一
八
字
詰
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
一
七
字
で
復

原
を
試
み
た
。
な
お
、
裏
面
一
行
目
は
一
九
文
字
あ
り
、
一
四
字
か
ら
一
九
字
目
の
間

で
脱
字
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
行
数
は
、
上
述
①
（
考
五
七
八
六
―
三
）
と

の
共
通
性
か
ら
連
続
す
る
瓦
経
（
同
一
本
）
と
み
な
し
、
片
面
あ
た
り
の
行
数
を
一
五

行
と
想
定
し
て
お
く
。
こ
の
配
置
案
に
も
と
づ
い
て
原
形
を
復
原
す
る
と
、
幅
三
〇
六

㎜
、
高
さ
二
五
七
㎜
と
な
る
。
こ
の
配
置
案
で
同
巻
を
割
り
付
け
て
い
っ
た
場
合
、

一
二
枚
目
に
相
当
す
る（
７
）。

③
資
料
番
号

考
五
七
八
六
―
二
（
第
６
図
・
写
真
６
・
７
）

残
存
法
量
は
幅
一
九
二
㎜
、
高
さ
一
三
二
㎜
、
厚
さ
二
〇
㎜
を
測
る
。
焼
成
は
良
好

で
、
上
辺
小
口
付
近
が
特
に
堅
緻
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
下
部
で
は
や
や
軟
質
と
な

る
。
胎
土
は
緻
密
。
色
調
は
、
小
口
面
が
暗
灰
褐
色
で
、
刻
字
面
で
は
淡
灰
褐
色
～
青

灰
色
を
呈
す
る
。
上
辺
小
口
で
は
両
面
側
の
角
が
面
取
り
さ
れ
、
裏
面
側
の
上
部
付
近

（
欄
外
部
分
）
は
や
や
へ
こ
む
。

残
存
文
字
は
、

《
Ｘ
面
》

□ 	

或
但 	

置
於
内 	

之
次
用
白
芥 	

其
物
牛
黄
塗
故
便 	

護
以
花
供
養
便
成
光
顯 	

不
得
廢
闕
於
本
尊
前
置 	

□
釋
之
難
於
東
南 	

□
日
晝
夜
應
知
□ 	

□
謂
死
屍
形
□ 	

《
Ｙ
面
》

悉
劓
鼻 	

應
知
即
◆
（
燄
カ
）摩
之	

□
雨
其
屎
◆
（
尿
カ
）穢 	

可
怖
畏
應
知
即
是
□
□ 	

難
現
謂
雨
雷 	

難
於
西
北
方 	

即
是
風
神 	
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叉
及
□ 	

難 	
	

と
判
読
で
き
た
。
こ
の
内
容
を
大
正
大
蔵
経
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

蘇
悉
地
経
（
高
麗
本
）
巻
下
の
「
補
闕
少
法
品
第
三
十
六
」
と
、
同

（
別
本
二
）
巻
中
の
「
補
闕
少
法
品
第
十
五
」
に
該
当
箇
所
が
見
つ
か
っ

た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
か
を
判
断
で
き
る
よ
う
な
決
定
的
な
差
が
な

く
、
書
写
文
字
の
照
合
か
ら
底
本
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
瓦
経
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
蘇
悉
地
経
瓦
経

の
校
合
が
主
に
別
本
二
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
当
館
所
蔵
の
ほ
か

の
資
料
が
別
本
二
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ひ
と
ま
ず

別
本
二
を
採
用
し
て
配
置
案
を
検
討
す
る（

8
）。

と
こ
ろ
で
、
書
写
内
容
を
校
合
し
た
際
に
、
当
館
所
蔵
瓦
経
で
は

経
典
の
一
部
が
一
二
行
に
わ
た
っ
て
脱
漏
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
（
下
掲
配
置
案
の
点
線
囲
み
部
分
）。
そ
し
て
そ
の
部
分
を
書
写

し
た
瓦
経
の
存
在
が
網
干
善
教
と
村
木
二
郎
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ

て
い
た（
９
）。
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
以
下
に
復
原
案
を
示
す（

１０
）。

な
お
、
配
置
は
一
行
が
一
六
字
～
一
八
字
と
幅
が
あ
る
も
の
の
概
ね

一
七
字
を
基
本
と
し
、
行
数
に
つ
い
て
は
、
前
後
に
行
数
を
確
定
で

き
る
類
例
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
た
め
今
の
と
こ
ろ
不
明
と
す
る
が
、

こ
こ
で
は
仮
に
一
五
行
で
復
原
し
た
。

0 5cm

（1 : 2）

第 ６ 図 5786－2（蘇悉地経）
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1

過
到
已
頂
禮
諸
尊
及
以
遍
觀
各
各
以
本
眞
言

2

而
奉
閼
伽
或
以
部
心
眞
言
奉
獻
所
請
眞
言
主

3

當
以
明
王
眞
言
請
召
所
請
明
主
當
以
明
妃
請

4

召
已
視
本
印
及
誦
本
眞
言
明
等
或
但
都
視
一

5

印
誦
其
眞
言
及
明
若
如
是
作
速
得
悉
地
其
成

6

就
物
有
置
閼
伽
器
中
或
置
瓶
上
或
掬
合
手
内

7

或
但
心
念
或
置
嚩
囉
二
合

弭
迦
器
或
置
葉
上
所

8

置
於
内
本
尊
之
前
所
成
諸
器
皆
以
牛
黄
塗

9

之
次
用
白
芥
子
作
護
次
持
誦
摩
辣
底
花
供
養

10

其
物
牛
黄
塗
故
便
成
禁
住
用
其
芥
子
便
成
作

11

護
以
花
供
養
便
成
光
顯
此
三
種
法
次
第
應
作

12

不
得
廢
闕
於
本
尊
前
置
成
就
物
於
中
不
得
餘

物
間
隔
成
就
之
物
用
兩
種
法
以
爲
作
護
一
謂

手
印
二
白
芥
子
令
成
就
物
速
有
驗
故
數
獻
閼

伽
花
香
等
具
及
酪
數
應
供
養
其
助
成
就
之
人

護
其
物
故
常
在
其
處
如
是
安
置
供
養
物
已
然

後
以
手
按
之
或
以
眼
觀
以
其
不
散
心
徐
徐
持

誦
中
間
數
數
光
顯
其
物
如
是
相
續
竟
夜
持

誦
勿
令
間
斷
其
夜
三
時
以
閼
伽
等
次
第
供
養

若
須
出
外
漱
口
令
助
成
人
替
坐
物
前
續
次
念
誦

其
持
誦
人
有
所
廢
忘
其
所
助
人
皆
須
補
闕
持

誦
之
時
若
大
難
至
助
成
之
人
應
拒
其
難
如
不

能
禁
行
者
應
自
散
白
芥
子
以
辟
其
難
助
成
之

人
持
誦
其
物
于
時
東
方
有
是
難
現
謂
大
雨
雷3

13

應
知
帝
釋
之
難
於
東
南
方
有
是
難
現
謂
火
色

14

大
人
或
如
日
盡
夜8

應
知
即
是
火
天
之
難
於
其
南

15

方
有
是
難
現
謂
死
屍
形
甚
可
怖
畏
高
聲
叫
喚

1

手
執
大
刀
皆
悉
劓
鼻
手
執
髑
髏
盛
人
血
飮
頭

2

上
火
燃
應
知
即
是＜

焔
摩
之
難
於
西
南
方
有
是

3

難
現
謂
雨
其
屎
尿カ

カ
穢
漫
荼
羅
及
種
種
形
甚

4

可
怖
畏
應
知
即
是
泥
唎
羝
難
於
其
西
方
有
是

5

難
現
謂
雨
雷
電
霹
靂
雹
等
應
知
即
是
龍
王
之

6

難
於
西
北
方
有
是
難
現
謂
有
大
黒
風
起
應
知

7

即
是
風
神
之
難
於
其
北
方
有
是
難
現
謂
大
藥

8

叉
及
女
藥
叉
惱
亂
行
者
應
知
即
是
多
聞
天
王

9

難
於
東
北
方
有
是
難
現
謂
象
頭
猪
頭
狗
頭
異

10

形
各
持
火
山
應
知
即
是
伊
舍
那
難
於
其
上
方

11

有
諸
天
現
具
大
威
徳
應
知
即
是
上
方
天
難
下

12

方
之
難
地
動
及
裂
應
知
即
是
阿
脩
羅
難
作
上

13

成
就
方
現
斯
難
如
是
等
難
於
中
夜
現
凡
上
成

14

就
難
相
還
大
中
下
成
就
准
此
應
知
於
夜
三
時

15

是
其
上
中
下
相
與
時
相
應
即
是
成
就
時
不
相

こ
の
よ
う
に
、
当
瓦
経
の
脱
漏
分
が
他
の
瓦
経
の
内
容
と
適
合
す
る
こ
と
が
わ
か
る

と
と
も
に
、
関
西
大
学
所
蔵
資
料
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
資
料
の
い
ず
れ
も
裏
面
に

は
経
文
が
な
く
罫
線
ま
た
は
悉
曇
を
記
す
の
み
で
あ
る
と
い
う
網
干
・
村
木
の
指
摘
か

ら
推
察
す
る
に
、
お
そ
ら
く
こ
の
片
面
瓦
経
は
脱
漏
に
気
づ
い
た
段
階
で
そ
の
補
完
を

目
的
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
瓦
経
に
は
表
面
一
四
行
目
に
「
夜
」、
裏
面
三
行
目
に
「
尿
」
の
文
字
が
そ

れ
ぞ
れ
加
え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
裏
面
二
行
目
の
「
是
」
が
脱
落
し
て
い
る
。
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以
上
の
配
置
案
に
も
と
づ
き
原
形
法
量
を
復
原
す
る
と
、
幅
三
〇
〇
㎜
、
高
さ

二
四
二
㎜
と
な
る
。
ま
た
、
配
置
案
に
よ
っ
て
割
り
付
け
た
場
合
、
別
本
二
の
巻
中

一
五
枚
目
と
考
え
ら
れ
る（

１１
）。

④
資
料
番
号

考
五
七
八
六
―
一
一
（
第
７
図
・
写
真
８
）

残
存
法
量
は
幅
一
〇
五
㎜
、
高
さ
一
六
〇
㎜
、
厚
さ
二
三
㎜
を
測
る
。
焼
成
は
良
好
。

上
辺
付
近
が
薄
く
ガ
ラ
ス
質
化
す
る
ほ
ど
堅
緻
で
あ
る
が
、
下
部
で
は
や
や
軟
質
と
な

る
。
胎
土
は
緻
密
だ
が
、
ケ
ズ
リ
に
よ
る
砂
粒
の
移
動
痕
が
明
瞭
で
あ
る
。
色
調
は
一

部
で
青
灰
色
～
白
色
だ
が
、
全
体
と
し
て
は
灰
褐
色
を
呈
す
る
。
残
存
す
る
二
方
向
の

縁
辺
端
部
（
角
）
に
は
メ
ク
レ
と
面
取
り
が
認
め
ら
れ
る
。

残
存
す
る
文
字
は
、

《
Ｘ
面
》

	

移
處
□
□
□
（
難
カ
）□ 	

作
承
事
法
然
後
乃 	

念
誦
應
作
治
罰
取
部 	

時
念
誦
本
持
真
言
経
十
万 

前
説
先
作
承
事
正
念
誦
時
□
（
忽
カ
） 

《
Ｙ
面
》

言
既
知
錯
誤
誠
心
懺
過
由
於 	

願
尊
捨
過
便
申
頂
礼
復
須 	

於
穢
處
心
放
逸
故
誦
本 	

治
罰
至
持
誦
處
誦
部 	

一
日
不
食
次
服
五
淨
□ 	

	

0 5cm

（1 : 2）

第 7 図 5786－11（蘇悉地経）
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と
判
読
し
た
。
こ
れ
を
校
合
し
た
結
果
、
蘇
悉
地
経
（
別
本
二
）
巻
下
の
「
供
養
品
第

二
十
」
と
判
断
し
た
。
配
置
案
は
、

1

就
得
成
就
時
有
何
相
貌
所
謂
身
輕
病
苦
永
除

2

増
益
勝
慧
心
無
所
畏
身
威
光
現
勇
健
増
益
夜

3

夢
常
見
清
淨
實
事
心
恒
安
泰
於
誦
念
時
及
作

4

事
業
不
生
疲
倦
身
出
奇
香
或
行
勇
施
欽
敬
尊

5

徳
於
眞
言
主
深
生
敬
仰
成
就
之
時
如
現
上
事

6

當
知
即
是
成
就
相
貌
先
承
事
了
依
於
法
則
供

7

養
本
尊
應
加
獻
供
及
以
護
摩
先
承
事
法
依
數

8

既
了
次
應
須
作
悉
地
念
誦
復
先
求
願
於
其
夢

9

中
而
希
警
界
作
先
承
事
法
時
所
念
誦
處
作
悉

10

地
念
誦
不
應
移
處
有
諸
難
事
而
移
去
者
至
所

11

移
處
有
諸
難
事
而
移
去
者
至
所
住
處
復
須
先

12

作
承
事
法
則＜

然
後
乃
作
悉
地
念
誦
若
不
依
前

13

念
誦
應
作
治
罰
取
部
尊
主
眞
言
誦
一
千
遍
或

14

時
念
誦
本
持
眞
言
經
十
萬
遍
若
離
此
者
還
如

15

前
説
先
作
承
事
正
念
誦
時
忽
然
錯
誤
誦
餘
眞

1

言
既
知
錯
誤
誠
心
懺
過
由
放3

逸
故
致
斯
錯
誤

2

願
尊
捨
過
便
申
頂
禮
復
須
從
始
而
念
誦
之
忽

3

於
穢
處
心
放
逸
故
誦
本
眞
言
便
自
覺
已
應
須

4

治
罰
至
持
誦
處
誦
部
尊
主
眞
言
七
遍
半
月
半
月

5

一
日
不
食
次
服
五
淨
誦
五
淨
眞
言
經
百
八
遍

6

然
後
服
之
服
此
五
淨
半
月
之
中
所
食
穢
惡
之

7

食
當
得
清
淨
眞
言
増
力

8

佛
部
五
淨
眞
言
曰

9

娜
謨
皤
伽
上

嚩
底
丁
禮
反
一

烏
瑟
膩
沙
上

野
二

弭

10

秫
輸
律
反

睇
三

弭
囉
制
而
曳
反

始
米
四

扇
底
迦
口履
五

莎
去
二
合

11

嚩
訶
六

12

蓮
華
部
五
淨
眞
言

娜
謨
刺
怛
二
合

娜
怛
二
合

囉

13

耶
野
一

娜
莫
阿
上

利
野
二

嚩
路
枳
諦
濕
嚩
囉
野
三

14

菩
提
薩
埵
野
四

摩
訶
薩
埵
野
五

摩
訶
迦
嚕
抳
迦

15

野
六

唵
同
上
七

野
輸
去

制
面
曳
反
八

莎
去
二
合

嚩
訶
九

と
な
り
、
裏
面
の
四
行
目
で
は
一
八
字
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
原
則
一
七
字
詰
で
書

写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
表
面
一
一
行
目
に
は
一
二
字
の
追
加
（
前
行
の
重
複
）
が

見
ら
れ
る
。
い
ま
仮
に
一
七
字
×
一
五
行
で
こ
の
経
典
を
割
り
付
け
て
い
く
と
、
計
算

上
で
は
当
該
瓦
経
は
お
お
よ
そ
一
五
枚
目
に
相
当
す
る
。
こ
の
仮
定
し
た
行
数
の
妥
当

性
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
同
一
四
枚
目
と
さ
れ
て
い
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵

宇
野
拓
本
一
―
三
八
・
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
品
の
組
合
わ
せ
（
以
下
、
村
木
46
と
略

称
）［
村
木
二
〇
〇
二
、五
八
～
五
九
頁
］
を
み
て
お
こ
う
。

村
木
46
の
配
置
案
を
み
る
と
、
一
四
枚
目
は
通
有
の
一
七
字
×
一
五
行
と
概
ね
合
致

し
て
い
る
も
の
の
、
一
部
で
一
六
字
や
一
八
字
と
い
っ
た
乱
れ
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま

た
復
原
さ
れ
た
裏
面
最
終
行
は
「
驗
見
者
前
所
張
像
舍
利
塔
等
忽
然
搖
動
或
光
」
と
な
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
村
木
46
と
当
館
所
蔵
瓦
経
最
初
行
ま
で
の
間
に
は
、
経
典
上

「
焔
出
當
知
不
久
速
得
成
」
の
九
文
字
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
両
者
は
連
続
し
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
ズ
レ
は
、
一
行
あ
た
り
一
六
字
ま
た
は
一
七
字
の
い
ず
れ
を
採
用

し
て
も
整
合
せ
ず
、
よ
り
不
規
則
な
字
詰
め
を
採
っ
た
か
、
あ
る
い
は
別
の
瓦
経
で
あ

る
た
め
か
と
解
釈
さ
れ
る
。
積
極
的
な
証
拠
は
な
い
が
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
後
者
（
重
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複
）
で
あ
っ
た
と
の
理
解
に
立
っ
て
お
き
た
い（

１２
）。
し
た
が
っ
て
、
当
瓦
経
で
は
通

有
の
一
行
一
七
字
×
一
五
行
に
よ
る
配
置
案
を
採
用
し
、
巻
下
の
一
五
枚
目
前
後
と
し

て
お
く
。
な
お
原
形
法
量
は
、
配
置
案
に
よ
り
幅
三
〇
六
㎜
、
高
さ
二
四
四
㎜
と
復
原

さ
れ
た
。（

五
）
そ
の
他

対
校
が
可
能
な
経
文
以
外
の
刻
字
を
も
つ
個
体
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
記
載
す
る
。

①
悉
曇
瓦
経
（
第
８
～
10
図
・
写
真
９
～
11
）

罫
線
内
に
悉
曇
を
連
続
し
て
充
填
す
る
も
の
が
三
点
存
在
し
た
（
考
五
七
八
六
―
一
、

四
、五
）。
残
存
法
量
は
一
が
幅
二
〇
八
㎜
、
高
さ
七
六
㎜
、
厚
さ
一
八
㎜
、
四
が
幅

四
七
㎜
、
高
さ
八
一
㎜
、
厚
さ
一
九
㎜
、
五
が
幅
六
六
㎜
、
高
さ
九
七
㎜
、
厚
さ
二
〇

㎜
を
測
る
。
焼
成
は
や
や
軟
質
で
あ
る
。

書
写
さ
れ
た
悉
曇
は
す
べ
て
「

（
ウ
ー
ン
）」
で
あ
る
。
一
は
刻
字
が
片
面
の
み
で
、

文
字
が
無
い
側
は
面
の
形
成
意
図
が
薄
い
。
下
部
で
は
ナ
デ
に
よ
る
平
滑
化
を
行
っ
て

い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
で
は
指
頭
圧
痕
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

四
も
刻
字
は
片
面
の
み
だ
が
、
一
に
比
べ
て
裏
面
が
平
滑
化
さ
れ
て
い
る
。
五
は
明
ら

か
に
平
滑
化
が
施
さ
れ
て
い
て
、「
…
一
百
八
十
二
…
」
の
刻
字
が
確
認
で
き
る
。
こ

の
数
字
が
何
を
意
味
す
る
の
か
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
だ
が
、
京
都
国
立
博
物
館
が
所
蔵

す
る
小
町
塚
瓦
経
の
な
か
に
も
「
百
八
十
七
本
」
と
刻
字
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
り
［
難

波
田
一
九
八
二
、一
三
〇
頁
］、
共
通
性
を
想
起
さ
せ
る（

１３
）。
な
お
、
悉
曇
を
書
写
し

た
瓦
経
は
こ
の
ほ
か
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
拓
本
で
も
類
例
と
し
て
散
見
さ
れ
［
村

木
二
〇
〇
二
、六
五
頁
］、
二
例
と
も
小
町
塚
瓦
経
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

②
経
典
以
外
の
内
容
（
第
11
図
・
写
真
12
・
13
）

所
蔵
番
号
考
五
七
八
六
―
八
は
、
大
正
大
蔵
経
と
の
照
合
の
中
で
、
経
文
以
外
の
内

容
が
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
書
写
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、

ま
ず
は
残
存
状
態
の
所
見
を
述
べ
る
と
、
法
量
は
幅
一
七
七
㎜
、
高
さ
一
五
二
㎜
、
厚

さ
二
四
㎜
を
測
り
、
焼
成
は
良
好
、
特
に
上
辺
付
近
で
は
う
す
く
ガ
ラ
ス
質
化
す
る
な

ど
か
な
り
堅
緻
な
状
態
で
あ
る
。
た
だ
し
下
部
へ
向
か
う
に
つ
れ
て
や
や
軟
質
に
な
る
。

胎
土
は
緻
密
だ
が
、
数
箇
所
で
気
泡
が
爆
ぜ
た
痕
跡
が
残
る
ほ
か
、
混
和
材
と
思
わ
れ

る
砂
礫
が
少
量
散
見
さ
れ
る
。
色
調
は
暗
灰
色
～
青
灰
色
を
呈
す
る
。
形
状
は
残
存
す

る
側
辺
部
が
や
や
外
反
す
る
。
ま
た
、
拓
本
図
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
両
面
に
は

横
方
向
の
筋
状
の
高
ま
り
が
平
行
し
て
残
っ
て
お
り
、
粘
土
板
を
粘
土
塊
か
ら
切
り
離

す
際
の
糸
切
り
痕
な
い
し
は
ケ
ズ
リ
痕
と
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
板
面
調
整
が
不
十
分

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
か
細
か
な
条
痕
も
多
数
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
当

資
料
の
書
写
文
字
は
上
述
し
て
き
た
経
典
書
写
瓦
経
と
は
異
な
り
、
運
筆
が
硬
く
、
画

線
が
や
や
直
線
的
で
あ
る
こ
と
や
、
比
較
的
細
い
工
具
で
刻
字
（
縦
罫
線
含
む
）
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

さ
て
、
そ
の
問
題
の
書
写
内
容
を
判
読
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
っ
た
。

《
Ｘ
面
》	

Ａ

本
来
来8

有
普 	

Ｂ

歴
六
趣
四
生
不 	

Ｃ

法
於
内
心
心8

中
令
覩
日 	

D

於
恵
泉
顕
得
本
覚 	

Ｅ

身
成
佛
自
息3

成8

大
日
□ 	

Ｆ

◆
（
荘
カ
）厳
内
證
眷
属
現
在 	

Ｇ

故3

経
云
若
有
衆
生
已
造
□
（
四
カ
） 	
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第 9 図 5786－4（悉曇）

第10図 5786－5（悉曇）

第 8 図 5786－1（悉曇）
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第11図 5786－6（渓嵐拾葉集）
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Ｈ

若
發
懺
悔
心
能
入
此
金
剛
界
大 	

《
Ｙ
面
》

ａ

一
切
罪
障
皆
得
消
滅
獲
得 	

ｂ

大
悲
胎
蔵
界
曼
羅
是 	

ｃ

十
二
地
一
切
菩
薩
所
出 	

ｄ

身
中
有
本
来
不
生 	

ｅ

目3

◆8

時
如
来
蓮
花 	

ｆ

知
自8

身
中
有
成8

□ 	

ｇ

成
佛
成
佛
8

8

果
時 	

ｈ

四
尊カ

生
八
葉
上 	

	

こ
れ
は
大
正
大
蔵
経
第
七
十
六
巻
に
所
収
さ
れ
て
い
る
『
渓
嵐
拾
葉
集
』（
以
下
『
渓

嵐
集
』
と
略
記
）
の
巻
五
十
五
「
胎
蔵
界
曼
荼
羅

池
上
作
」
末
尾
（「
胎
蔵
界
」）
お

よ
び
巻
五
十
九
「
結
願
作
法
」
の
一
部
か
ら
成
っ
て
い
る
よ
う
な
の
だ
が
、
そ
の
書
写

規
則
が
一
般
的
な
瓦
経
に
比
べ
て
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
Ｘ
面
と
し
た
側
の
内
容
を
大
正
大
蔵
経
所
載
『
渓
嵐
集
』
か
ら
引
用
す
る
と

【
資
料
①
】
と
な
り
、
追
加
や
大
幅
な
脱
字
が
あ
る
も
の
の
、
概
ね
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、

Ｘ
面
全
体
は
『
渓
嵐
集
』
巻
五
五
の
末
尾
に
相
当
す
る
箇
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
ａ
行
は
Ｈ
行
か
ら
連
続
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
瓦
経
の
表
裏
は
、
Ｘ
→
Ｙ
と

理
解
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
正
大
蔵
経
で
は
ｂ
行
以
降
か
ら
の
文
字
が

続
か
ず
、
瓦
経
の
書
写
内
容
が
別
の
箇
所
か
ら
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
、
次
に
Ｙ
面
の
残
存
文
字
か
ら
照
合
す
る
と
、
こ
ち
ら
は
同
じ
巻
五
十
五
に

載
る
【
資
料
②
～
④
】
の
各
部
分
と
み
な
さ
れ
た
。

問
題
は
そ
の
連
続
性
で
あ
る
。
大
正
大
蔵
経
で
は
、
資
料
②
が
資
料
③
よ
り
前
出
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
瓦
経
上
で
は
資
料
③
の
後
段
（
ｇ
～
ｈ
行
）
に
現
れ
、
資
料
③

は
本
来
続
か
な
い
は
ず
の
資
料
①
の
直
後
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ｄ
行
で
書

写
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、
や
や
適
合
度
は
低
い
も
の
の
、
資
料
④
が
相
当
す
る
と
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
ｅ
行
に
見
ら
れ
る
内
容
は
『
渓
嵐
集
』
巻
五
十
九
（
資
料
⑤
）
に
適
合

す
る
ら
し
い
。
以
上
の
前
後
関
係
を
整
理
し
て
み
る
と
、

〈
瓦
経
で
の
書
写
順
〉

資
料
①
→
資
料
③
→
資
料
⑤
→
資
料
④
→
資
料
②

〈
大
正
大
蔵
経
で
の
出
現
順
〉

資
料
④
→
資
料
②
→
資
料
③
→
資
料
①＞

＞

資
料
⑤

と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｘ
面
は
Ｙ
面
に
比
べ
て
ま
だ
連
続
性
が
保
持
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

両
面
あ
わ
せ
た
瓦
経
全
体
の
構
成
で
捉
え
た
場
合
、
当
資
料
は
明
ら
か
に
書
写
文
言
が

文
節
化
し
て
相
前
後
す
る
、
き
わ
め
て
異
質
な
類
例
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ち
な
み

に
、
残
存
す
る
文
字
の
配
置
状
況
か
ら
は
一
行
あ
た
り
一
九
字
前
後
と
見
ら
れ
、
原
形

法
量
は
幅
三
一
五
㎜
、
高
さ
二
六
八
㎜
と
復
原
さ
れ
る
（
一
五
行
と
し
て
算
出
）。
こ

れ
は
他
の
瓦
経
群
よ
り
も
大
型
で
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
小
町
塚
瓦
経
の
法
量
に
近
く

な
る
が
、
書
写
内
容
の
連
続
性
を
他
の
既
出
資
料
と
比
較
・
追
及
で
き
な
い
た
め
、
配

置
復
原
案
の
提
示
な
ど
は
控
え
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
試
み
に
、
当
瓦
経
の
特
徴
と
し
て
上
述
し
た
刻
字
様
態
に
再
度
着
目
し
、
こ

れ
に
近
い
筆
致
を
も
つ
瓦
経
資
料
を
探
索
し
た
結
果
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
拓

本
二
点（

１４
）（
写
真
13
・
14
。
以
下
、
早
稲
田
拓
本
と
略
称
）
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
た
。

両
拓
本
に
は
付
属
情
報
と
し
て
「
伊
勢
市
浦
口
町
旦
過
山
出
土
」
と
あ
り
、
小
町
塚
瓦



（53）

大阪歴史博物館 研究紀要 第15号（2017）

経
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
拓
本
か
ら
は
、
い
ず
れ
の
原
品
も
二
つ
の
破
片
を
接

合
し
た
も
の
で
、
上
辺
及
び
左
右
の
小
口
面
を
残
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
看
て
取
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
翻
刻
を
以
下
に
示
す
。

《
Ｘ
面
》

1

以
如
是
等
求
請
之
□
（
句
カ
） 	

2

種
重
◆
（
説
カ
）
◆
（
亦
カ
）無
所
◆
（
妨
カ
） 	

3

尾
羅
花
散
其
物 	

4

尾
羅
花
或
用 	

5

顕
光3

用
塗
香
塗 	

6

◆
應
知
如
是 	

7

真
言
持
◆
香 	

8

而
◆
果
已
如 	

9

◆
速
得
成
就 	

10

速
得
成
就
於
其 	

11

◆
（
者
カ
）其
物
増
多
及 	

12

此
名
一
切
成
就
秘
□
（
密
カ
） 	

13

是
光
顕
之
法
餘 	

14

・
□
欲
作
成
就
□ 	

15

（
空
白
）

〈
欄
外
〉
◆
巻

《
Ｙ
面
》

1

法
然
後
成
就

2

（
空
白
）

3

蘓
悉
地
羯
羅 	

	
4

（
空
白
）

5

承
安
四
年
甲子

 	

6

同
心
願
主
◆ 	

7

沙
弥
觀
西
◆ 	

8

字
教
音
僧
寛カ 	

9

新
五
入
道
字
瀧 	

10

字
常
光
入
道
僧 	

11

字
三
印
僧
中
樂 	

12

僧
永
真
◆
千
林 	

13

僧
定
舜
字
熊
□
（
王
カ
） 	

14

源
◆
犬
子
佐
伯
五
郎 	

15

佐
伯
四
郎
同
五
郎
同 	

こ
の
内
容
を
大
正
大
蔵
経
で
照
合
し
た
結
果
、
蘇
悉
地
経
（
別
本
二
）
巻
下
「
光
物

品
第
三
十
四
」
の
最
末
尾
に
相
当
し
た（

１５
）。
両
拓
本
の
書
写
内
容
は
連
続
し
て
お
り
、

二
枚
の
拓
本
は
そ
れ
ぞ
れ
原
品
瓦
経
の
表
裏
か
ら
採
拓
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
〇
〇
〇
二

と
枝
番
が
付
け
ら
れ
て
い
る
画
像
が
表
面
で
、
〇
〇
〇
一
が
裏
面
に
あ
た
る
。
両
者
は

一
見
す
る
と
、
表
面
が
一
四
行
、
裏
面
は
一
五
行
と
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
表
面

の
最
終
行
か
ら
欄
外
に
か
け
て
空
白
行
が
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
、
同
じ
行
数
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
裏
面
の
三
行
目
以
降
は
経
典
上
経
文
が
な
い
部
分
で
あ
り
、
か
つ

人
名
を
羅
列
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
は
奥
書
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
画
像
上
で
計

測
し
た
と
こ
ろ
、
瓦
経
の
幅
は
約
三
〇
〇
㎜
（
罫
線
の
幅
は
一
九
㎜
）、
高
さ
（
一
行

一
七
字
と
し
て
復
原
）
が
三
二
三
㎜
と
な
り
、
当
拓
本
の
原
品
は
既
知
の
小
町
塚
瓦
経

よ
り
も
や
や
大
型
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

早
稲
田
拓
本
に
着
目
し
た
理
由
は
、
上
述
の
よ
う
に
筆
致
の
類
似
性
に
加
え
、
書
写
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内
容
途
中
か
ら
文
字
の
様
相
が
変
化
す
る
点
に
も
あ
る
（
枠
線
内
）。
拓
本
資
料
と
い

う
こ
と
で
原
品
が
確
認
で
き
な
い
た
め
改
竄
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、

少
な
く
と
も
拓
本
を
見
る
限
り
で
は
二
種
類
の
筆
致
が
同
一
破
片
上
に
存
在
し
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
箆
書
き
に
よ
る
刻
字
で
あ
る
こ
と
、
字
画
の
抜
き
部
に
弱
い
粘

土
粒
の
メ
ク
レ
が
残
る
こ
と
が
特
徴
の
筆
致
Ａ
（
他
の
小
町
塚
瓦
経
に
も
見
え
る
）
と
、

痩
せ
た
細
い
線
で
硬
質
な
運
筆
の
筆
致
Ｂ
（
枠
線
内
、
当
館
資
料
考
五
七
八
六
―
八
に

類
似
）
と
し
た
と
き
、
一
枚
中
で
の
出
現
順
は
、
Ａ
→
Ｂ
→
Ａ
→
Ｂ
と
な
り
、
奥
書
願

文
だ
け
で
な
く
経
典
部
分
で
も
筆
致
Ｂ
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
。

当
初
筆
者
は
当
館
資
料
の
刻
字
が
他
の
瓦
経
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
し
て
さ
ら
に

そ
の
内
容
が
経
典
以
外
に
拠
る
も
の
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
瓦
経
盛
行
期
（
一
一

世
紀
末
～
一
二
世
紀
後
半
）
と
は
ま
っ
た
く
か
け
離
れ
た
、
後
代
の
所
産
で
は
な
い
か

と
懸
念
し
た
。
現
在
も
そ
れ
を
完
全
に
払
拭
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
早
稲

田
拓
本
の
存
在
か
ら
、
筆
致
の
問
題
を
も
っ
て
当
資
料
を
既
存
瓦
経
と
何
の
関
連
性
も

な
い
孤
立
し
た
資
料
と
し
て
捨
象
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
に
到
っ
た
。
製
作

技
法
上
の
痕
跡
に
経
典
書
写
瓦
経
と
大
き
な
齟
齬
は
な
い
こ
と
も
そ
の
証
左
と
な
り
得

る
か
も
し
れ
な
い
。
最
後
に
、
製
作
時
期
の
問
題
に
つ
い
て
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
書

写
さ
れ
た
史
料
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

四
、『
渓
嵐
集
』
か
ら
想
定
さ
れ
る
瓦
経
の
製
作
時
期

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
当
館
資
料
考
五
七
八
六
―
八
に
書
写
さ
れ
て
い
た
内
容
は
、

大
正
大
蔵
経
に
所
収
さ
れ
る
『
渓
嵐
集
』
巻
五
十
五
「
胎
蔵
界
曼
荼
羅

池
上
作
」
末

尾
お
よ
び
巻
五
十
九
「
結
願
作
法
」
の
一
部
分
に
該
当
し
た
。
当
瓦
経
の
年
代
観
を
検

討
す
る
た
め
に
、
書
写
さ
れ
た
書
物
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
な
ら
び
に
大
正
大
蔵
経
を

も
と
に
考
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
先
行
研
究
か
ら
『
渓
嵐
集
』
に
関
す
る
要
点
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
作
者

で
あ
る
光
宗
は
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
に
生
ま
れ
、
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
に

七
十
五
歳
で
没
し
た
と
い
う
。
道
光
上
人
と
も
称
さ
れ
、
天
台
の
「
記
家
」（
天
台
宗

内
に
お
い
て
秘
説
口
伝
を
記
録
す
る
学
僧
）
と
し
て
活
動
し
た
。
そ
の
同
輩
で
も
あ
り

師
で
も
あ
っ
た
恵
鎮
と
な
ら
ん
で
黒
谷
流
と
称
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
［
望
月

一
九
六
〇
、三
四
四
四
頁
］。『
渓
嵐
集
』
は
そ
の
数
が
三
〇
〇
巻
と
さ
れ
て
き
た
が
、

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
は
一
一
六
巻
を
数
え
る
と
い
う
［
野
本
二
〇
〇
一
］。
内

容
は
、「
中
世
の
比
叡
山
と
そ
の
周
辺
に
行
わ
れ
た
四
分
の
記
録
（
顕
・
密
・
戒
・
記
）

な
ど
の
仏
書
・
口
伝
書
」［
前
掲
書
］
を
光
宗
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
に
は
「
過

去
の
文
献
を
そ
っ
く
り
引
用
し
た
巻
も
見
ら
れ
」
る
［
田
中
二
〇
〇
三
、六
頁
］。

大
正
大
蔵
経
所
載
の
「
胎
蔵
界
曼
荼
羅
」
に
は
「
三
部
経
大
意
」
の
首
題
が
つ
き
、

内
容
は
大
日
経
・
金
剛
頂
経
・
蘇
悉
地
経
の
い
わ
ゆ
る
秘
密
三
経
（
大
日
三
経
）
に
関

し
て
の
記
述
で
あ
る
。
そ
し
て
「
已
上
池
上
御
作

以
穴
太
御
本
書
写
了
／
天
台
沙
門

光
宗
記
之
」
と
の
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
（【
資
料
①
】）。「
胎
蔵
界
曼
荼
羅
」
と
い
う

名
称
の
書
物
に
つ
い
て
詳
細
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
作
者
「
池
上
」
は
、
池
上

阿
闍
梨
と
も
称
さ
れ
た
皇
慶
（
九
七
七
～
一
〇
四
九
）
の
こ
と
で
あ
る
と
み
ら
れ
る（

１６
）。

「
穴
太
本
」
と
は
お
そ
ら
く
台
密
十
三
流
の
ひ
と
つ
で
あ
る
穴
太
流
伝
本
の
謂
で
あ
ろ
う
。

田
中
貴
子
に
よ
れ
ば
、
光
宗
の
学
統
は
、
興
円
の
門
下
で
あ
る
と
同
時
に
、
多
く
の
流

派
に
そ
の
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
光
宗
が
「
記
家
と
い

う
性
格
上
、
他
の
流
派
の
口
伝
に
通
じ
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
」
た
め
と
さ
れ
て
い
て
、

梨
本
流
・
穴
太
流
・
葉
上
流
・
法
曼
流
な
ど
の
血
脈
に
名
前
が
あ
が
る
こ
と
が
引
証
さ

れ
て
い
る
［
田
中
二
〇
〇
三
、一
〇
～
一
二
頁
］。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
諸
流
が
大
き
く
谷

流
と
称
さ
れ
、
そ
の
祖
が
皇
慶
で
あ
る
こ
と
か
ら
［
望
月
一
九
六
〇
、
三
四
四
三
～
三
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四
四
四
頁
］、
皇
慶
の
著
作
「
胎
蔵
界
曼
荼
羅
」
が
相
伝
さ
れ
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
穴

太
」
本
を
光
宗
が
閲
写
し
た
と
、
識
語
を
読
み
解
け
る
。

一
方
の
巻
五
十
九
「
結
願
作
法
」
は
修
法
に
関
す
る
解
釈
や
方
式
に
つ
い
て
か
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。
文
中
に
は
「
本
云
文
永
五
年
冬
比
。
於
東
塔
西
谷
真
乗
□
（
マ
マ
）出
写
了
」

が
見
え
、
こ
の
数
十
行
前
の
箇
所
が
瓦
経
へ
の
書
写
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
文
永
五
年

（
一
二
六
八
）
は
光
宗
は
ま
だ
生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
「
本
云
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
は
書
写
さ
れ
た
〝
原
本
〟
に
明
記
さ
れ
て
い
た
識
語
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う（

１７
）。

た
だ
し
、
こ
の
識
語
の
改
行
直
後
の
「
源
惠
之
胎
蔵
界
啓
白
黒
谷
説
…
」
と
あ
る
も
の

の（
１８
）、
こ
れ
以
後
の
内
容
に
お
い
て
当
史
料
の
成
立
時
期
に
関
す
る
情
報
は
本
巻
奥

書
に
あ
る
元
禄
十
四
年
の
実
観
（
大
正
大
蔵
経
底
本
と
な
っ
た
真
如
蔵
本
の
校
合
僧
）

に
よ
る
校
勘
が
載
る
ま
で
見
当
た
ら
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
本
巻
で
は
、
巻
五
十
五

と
は
異
な
り
、
光
宗
の
名
前
が
記
さ
れ
る
識
語
が
な
く
、
前
掲
識
語
以
降
の
部
分
が
い

つ
記
録
さ
れ
た
の
か
を
特
定
す
る
記
載
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の

巻
全
体
が
光
宗
没
後
に
別
人
の
手
に
よ
っ
て
な
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
浮
上
し
て

く
る
が
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
能
力
は
筆
者
に
は
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、

『
渓
嵐
集
』
に
は
光
宗
の
識
語
を
も
た
な
い
巻
が
他
に
も
あ
る
［
田
中
二
〇
〇
三
、

一
〇
六
頁
］
こ
と
を
ふ
ま
え
、
ひ
と
ま
ず
光
宗
が
書
写
し
た
も
の
と
み
な
し
て
お
く
。

そ
の
結
果
、
こ
の
巻
全
体
が
、〝
原
本
〟
な
ら
び
に
源
恵
説
を
ふ
ま
え
た
光
宗
自
身
の

見
解
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
成
立
年

代
は
、
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
頃
か
ら
『
渓
嵐
集
』
執
筆
の
期
間
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
瓦
経
に
書
写
さ
れ
た
箇
所
は
、『
渓
嵐
集
』
成
立
ま
で
に
そ
れ
ぞ

れ
別
の
書
物
と
し
て
存
在
し
て
い
た
内
容
の
引
き
写
し
で
あ
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
間
違

い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
瓦
経
の
年
代
観
（
製
作
時
期
）
を
措
定
す
る
た
め
に
は
、

瓦
経
へ
の
書
写
が
『
渓
嵐
集
』
を
用
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
原
本
を
用
い
た
の
か
を
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
点
に
答
え
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
両
史
料
が
一
枚
の
瓦
経
の
両
面
に
書
写
さ
れ
た
（
す

な
わ
ち
同
時
に
閲
覧
で
き
た
）
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
、
最
も
素
朴
な
理
解
と
な
る
、『
渓

嵐
集
』
の
成
立
を
も
っ
て
上
限
と
す
る
ほ
か
は
な
い
。『
渓
嵐
集
』
の
成
立
が
一
三
一
一

年
〜
一
三
四
七
年
頃
と
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
［
野
本
二
〇
〇
一
］、
当
瓦
経
の
製

作
時
期
は
概
ね
一
四
世
紀
後
半
と
判
断
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
い
ま
ま
で
に
知
ら
れ
て
い

る
経
典
書
写
瓦
経
の
年
代
観
（
一
一
世
紀
末
～
一
二
世
紀
後
半
）
と
は
大
き
く
異
な
る
。

こ
の
年
代
の
相
異
が
、
一
般
的
な
瓦
経
製
作
の
年
代
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
繋
が
る
の
か
、

あ
る
い
は
当
瓦
経
の
特
殊
性
と
し
て
処
置
さ
れ
る
の
か
は
、
今
後
の
類
例
を
俟
た
ね
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

五
、
ま
と
め

以
上
、
大
阪
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
下
郷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
瓦
経
に
つ
い
て
、
そ

の
内
容
を
紹
介
し
つ
つ
検
討
を
行
っ
た
。
最
後
に
そ
の
成
果
を
ま
と
め
て
お
く
。

（
一
）
法
華
経

巻
八
「
陀
羅
尼
品
第
二
十
六
」

（
所
蔵
番
号
：
考
五
七
八
六
―
一
〇
）

（
二
）
大
日
経

巻
五
「
入
秘
密
漫
荼
羅
位
品
第
十
三
」
か
ら
「
秘
密
八
印
品
第

十
四
」
（
所
蔵
番
号
：
考
五
七
八
六
―
九
）

（
三
）
金
剛
頂
経

巻
下

（
所
蔵
番
号
：
考
五
七
八
六
―
八
）

（
四
）
蘇
悉
地
経

①
巻
上
「
分
別
同
伴
品
第
四
」
か
ら
「
擇
處
品
第
五
」

（
所
蔵
番
号
：
考
五
七
八
六
―
三
）
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②
巻
上
「
持
眞
言
法
品
第
六
」

（
所
蔵
番
号
：
考
五
七
八
六
―
七
）

③
巻
中
「
補
闕
少
法
品
第
十
五
」

（
所
蔵
番
号
：
考
五
七
八
六
―
二
）

④
巻
下
「
供
養
品
第
二
十
」

（
所
蔵
番
号
：
考
五
七
八
六
―
一
一
）

（
五
）
悉
曇
瓦
経

（
所
蔵
番
号
：
考
五
七
八
六
―
一
・
四
・
五
）

（
六
）『
渓
嵐
集
』

（
所
蔵
番
号
：
考
五
七
八
六
―
六
）

こ
の
う
ち
、
考
五
七
八
六
―
二
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
拓
本
資
料

に
よ
っ
て
脱
漏
部
分
が
補
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
点
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
補
完
関
係
の
あ
り
方
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
作
善
」
と
し
て
の
瓦
経
の

位
置
づ
け
を
よ
り
具
体
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
と
い
え
る
。
経
典
そ
の
も
の
を
完
全

な
形
で
保
存
し
て
い
く
と
い
う
思
想
が
背
景
に
あ
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
、
い
わ
ば
不

完
全
な
個
体
は
修
整
ま
た
は
取
り
除
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
作

善
業
と
い
う
意
味
が
よ
り
強
く
作
用
し
て
い
た
な
ら
ば
、
経
典
の
整
合
性
に
対
す
る
意

識
は
や
や
低
く
な
る
た
め
、
後
補
に
よ
っ
て
辻
褄
を
合
わ
せ
る
と
い
う
姿
勢
と
し
て
現

れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
今
回
確
認
で
き
た
資
料
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
瓦
経
製
作

の
片
鱗
を
覗
わ
せ
る
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

他
方
、
考
五
七
八
六
―
六
に
お
い
て
経
文
以
外
の
書
写
内
容
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
も

大
き
な
発
見
で
あ
っ
た
。
正
直
、
現
在
の
定
義
か
ら
す
れ
ば
こ
れ
を
瓦
経
と
呼
ぶ
こ
と

に
は
躊
躇
す
る
も
の
の
、
そ
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
は
便
宜
的
に
瓦
経
の
範
疇

に
含
め
て
お
く
し
か
な
い
と
考
え
本
稿
で
は
そ
の
ま
ま
呼
称
し
て
き
た
。
今
後
こ
う
し

た
経
典
以
外
の
瓦
経
の
類
例
が
増
え
て
い
け
ば
、
そ
の
性
格
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
適

切
な
名
称
も
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
『
渓

嵐
集
』
が
書
写
原
典
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
か
と
い
う
本
質
的
な
疑
問
に
つ
い
て
の
検

討
が
可
能
に
な
り
、
さ
ら
に
瓦
経
製
作
が
ど
の
よ
う
に
展
開
・
推
移
し
た
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
も
先
学
諸
氏
の
功
績
を
発
展
的
に
継
承
し
、
各
地
に
残
る
瓦
経
資
料
の

掘
り
起
し
作
業
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
瓦
経
研
究
を
深
化
さ
せ
る
と
同
時
に
、
伝
世

瓦
経
の
来
歴
を
探
る
上
で
も
重
要
な
情
報
と
な
る
。
当
館
所
蔵
品
に
つ
い
て
も
、
今
後
、

連
続
す
る
破
片
資
料
の
出
現
が
俟
た
れ
る
。

【
謝
辞
】
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
村
木
二
郎
氏
に
ご

指
導
・
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
氏
の
学
恩
に
深
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

【
註
】

（
１
）
こ
の
ほ
か
に
山
根
徳
太
郎
旧
蔵
拓
本
資
料
一
二
点
が
存
在
す
る
。

（
２
）
こ
の
う
ち
、
考
六
二
五
九
と
考
六
二
六
一
―
一
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
報
告
し
た
網
干
善

教
は
気
に
な
る
記
述
を
し
て
い
る
。
ま
ず
、
考
六
二
五
九
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
五
字
一
句

の
偈
文
、
経
名
・
首
題
名
・
巻
次
数
、
僧
名
、
年
月
日
（「
治
承
二
年
□
月
十
五
日
」）
を
、

そ
れ
ぞ
れ
縦
四
段
、
横
一
七
行
の
罫
線
区
画
内
に
配
置
す
る
と
い
う
変
わ
っ
た
瓦
経
で
あ
る
。

網
干
は
、
そ
の
大
き
さ
（
縦
約
三
二
〇
㎜
、
横
約
三
三
〇
㎜
）
が
異
例
の
大
き
さ
で
あ
る

こ
と
や
、
付
帯
す
る
伝
来
出
土
情
報
（「
備
中
浅
原
山
朝
原
寺
」）
を
「
安
養
寺
経
塚
」
と

見
做
す
一
方
、
そ
の
様
相
が
他
の
安
養
寺
瓦
経
と
著
し
く
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
な
お
、

近
年
藪
中
五
百
樹
が
類
例
を
紹
介
（
こ
ち
ら
は
年
紀
が
「
治
承
二
年
七
月
一
日
」
と
な
っ

て
い
る
）
し
て
い
る
［
藪
中
二
〇
一
三
］。
次
に
考
六
二
六
〇
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
「
全

六
百
巻
も
あ
る
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
全
体
を
書
写
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
」
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を
呈
し
た
［
網
干
一
九
八
六
、二
九
六
頁
］。
ま
た
、
同
資
料
に
付
帯
す
る
出
土
地
情
報
に

「
福
岡
県
飯
盛
山
経
塚
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
飯
盛
山
瓦
経
群
に
は
『
大
般
若
波

羅
蜜
多
経
』
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
も
指
摘
す
る
［
同
前
、
二
九
七
頁
］。
こ
れ

ら
が
、
当
資
料
の
存
在
自
体
を
懐
疑
的
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
出
土
地
情
報
の

み
の
否
定
な
の
か
、
網
干
の
真
意
は
測
り
か
ね
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
両
者
に
つ
い
て

は
い
っ
た
ん
即
断
を
避
け
、
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
資
料
で
あ
る
と
み
て
間
違
い
な
い
。

（
3
）
判
読
内
容
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
書
写
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
使
う
よ
う
心
が
け
た
が
、
異

体
字
や
崩
れ
も
多
い
た
め
必
ず
し
も
同
一
内
容
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
な
お
翻
刻
で
使
用

し
た
記
号
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
・
・
・
」：
欠
損
し
て
い
る
も
の
の

文
字
（
ま
た
は
行
）
が
あ
る
程
度
存
在
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
部
分
、
◆
：
文
字

と
認
識
で
き
る
が
判
読
不
能
、
□
：
欠
損
の
た
め
判
読
不
能
を
示
す
。

（
4
）
校
合
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
二
〇
一
二
版
（http://21d

zk.l.u-tokyo.ac.jp/SA
T
/

）
を
主
に
用
い
、
あ
わ
せ
て
文
字
の
異
同
や
補
注
を
［
高
楠

一
九
二
八
］
に
よ
り
確
認
し
た
。
特
に
異
体
字
を
対
校
す
る
こ
と
は
避
け
、
誤
字
の
指
摘

と
し
た
。
な
お
、
法
華
経
は
大
正
大
蔵
経
の
巻
構
成
で
は
な
く
八
巻
構
成
を
採
用
し
、
各

巻
の
構
成
は
岩
波
文
庫
版
［
坂
本
ほ
か
一
九
六
二
］
に
拠
っ
た
。

（
5
）
一
七
字
×
一
五
行
で
復
原
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
瓦
経
書
写
部
分
を
示
す
。
な
お
配
置
案
で
の

付
加
記
号
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。
圏
点
●
：
瓦
経
で
の
誤
字
、
圏
点
＜
：
瓦
経
で
の

脱
字
、
圏
点
○
：
瓦
経
で
の
追
加
字
、
圏
点
◎
：
瓦
経
に
お
い
て
文
字
と
認
識
で
き
る
が

判
読
不
能
だ
っ
た
も
の
、
□
囲
み
：
瓦
経
に
お
い
て
欠
損
の
た
め
判
読
不
能
だ
っ
た
も
の
、

傍
波
線
は
字
順
の
乱
れ
や
重
複
な
ど
。

（
6
）
枚
数
の
計
算
は
、
既
存
資
料
の
丁
付
を
ふ
ま
え
、
経
典
各
巻
ご
と
と
し
た
。
た
だ
し
そ
の

方
法
は
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
各
行
か
ら
文
字
数
を
導
き
、
そ
れ
を
上
述
規
格
で
割
る
と

い
う
機
械
的
な
算
出
で
あ
る
た
め
、
あ
く
ま
で
も
目
安
で
あ
る
。

（
7
）
直
前
に
は
一
一
枚
目
（
小
町
塚
瓦
経
・
個
人
所
蔵
品
）
が
存
在
す
る
と
さ
れ
、
連
続
す
る

旨
の
ご
教
示
を
報
告
者
で
あ
る
村
木
氏
よ
り
得
た
。

（
8
）
仔
細
に
見
た
場
合
、
以
下
の
点
は
注
意
を
要
す
る
。
ま
ず
、
Ｘ
面
九
行
目
「
晝
」
と
し
た

文
字
は
高
麗
本
と
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
Ｙ
面
三
行
目
に
あ
る
「
尿
」
と
読
ん
だ
文
字
で
は
、

高
麗
本
で
は
よ
く
似
た
文
字
「
屎
」
が
重
ね
て
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
別
本
二
で
は

「
屎
。
穢
…
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
「
屎
」
の
誤
写
で
あ
る
と
見
た
場
合
、
よ
り
高
麗

本
の
方
が
書
写
内
容
に
近
い
印
象
を
与
え
る
。
今
後
高
麗
本
で
の
確
実
な
校
合
例
が
増
え

た
場
合
、
当
資
料
も
浮
上
し
て
く
る
可
能
性
を
残
し
て
お
き
た
い
。

（
9
）［
村
木
二
〇
〇
二
］
に
44
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
瓦
経
拓

本
（
配
置
案
点
線
囲
内
の
傍
線
部
分
）
と
そ
の
復
原
案
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
こ
の
復
原

案
の
う
ち
一
点
の
原
品
が
網
干
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
関
西
大
学
所
蔵
瓦
経
（
同
囲
み
内
の

前
半
ゴ
シ
ッ
ク
体
部
分
）
で
あ
り
［
網
干
一
九
七
八
］、
さ
ら
に
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵

瓦
経
（
同
後
半
部
分
）
が
こ
れ
と
同
一
個
体
（
別
箇
所
）
で
あ
る
。

（
10
）［
村
木
二
〇
〇
二
］
で
の
配
置
復
原
で
は
、
片
面
瓦
経
の
行
数
は
一
〇
行
と
仮
定
さ
れ
て

い
る
が
、
当
館
瓦
経
と
の
関
係
が
正
し
け
れ
ば
、
一
二
行
で
復
原
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
11
）
上
述
し
た
補
完
資
料
が
一
五
枚
目
と
さ
れ
て
い
る
が
、
補
完
の
主
従
を
勘
案
し
た
場
合
、

こ
ち
ら
が
一
五
枚
目
に
な
る
と
み
な
し
た
。

（
12
）
小
町
塚
瓦
経
の
な
か
に
複
数
の
蘇
悉
地
経
巻
下
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
村
木

二
〇
〇
二
、七
一
～
七
二
頁
］。

（
13
）
京
都
国
立
博
物
館
の
も
の
は
悉
曇
と
同
一
面
の
上
部
欄
外
に
刻
ま
れ
て
い
て
様
相
を
や
や

異
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
二
つ
の
解
釈
が
あ
り
え
る
。
ひ
と
つ
は
、
考

五
七
八
六
―
五
の
場
合
は
経
文
の
一
部
で
あ
る
と
み
な
す
立
場
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
こ

れ
ら
の
刻
字
を
い
ず
れ
も
丁
付
と
み
な
す
立
場
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
、
こ
の
文
言
が
出

て
く
る
主
な
経
典
と
し
て
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
名
が
あ
が
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

ま
た
、
後
者
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
丁
付
を
み
て
も
刻
字
位
置
が
一
定
と

は
限
ら
な
い
た
め
、
可
能
性
は
か
な
り
高
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
仮
に
後
者
だ
と
す
る
と
、

同
一
経
典
内
（
さ
ら
に
は
同
一
巻
次
）
で
の
枚
数
と
い
う
理
解
と
な
る
が
、
し
か
し
、

「
百
八
十
」
と
い
う
表
現
と
枚
数
は
、
今
ま
で
見
た
法
華
経
や
大
日
経
に
は
あ
て
は
ま
ら
ず
、

そ
れ
ほ
ど
大
部
の
経
典
を
選
ぶ
と
す
れ
ば
や
は
り
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
が
候
補
と
し

て
あ
が
っ
て
く
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
推
論
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
類
例
が
今
後
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新
た
に
発
見
さ
れ
た
場
合
の
参
考
に
付
言
し
て
お
き
た
い
。

（
14
）『
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
』（W

EB

版；
http://w

w
w
.w
ul.

w
aseda.ac.jp/kotenseki/about.htm

l

）
に
よ
る
（
請
求
記
号
：
イ
〇
四 

〇
三
一
五
三 

Ｂ
一
四
六
、
タ
イ
ト
ル
：
伊
勢
市
浦
口
町
旦
過
山
出
土
瓦
経
）。
こ
の
拓
本
は
史
学
者
・

荻
野
三
七
彦
（
一
九
〇
四
～
一
九
九
二
）
の
旧
蔵
資
料
で
、
荻
野
は
神
宮
司
庁
の
嘱
託
と

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
［
日
本
歴
史
学
会 

編
一
九
九
九
、八
二
〜
八
三
頁
］、
そ
の
際
に

入
手
し
た
も
の
か
と
推
察
さ
れ
る
。

（
15
）
こ
の
結
果
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
宇
野
拓
本
二
―
一
九
（［
村
木
二
〇
〇
二
］

の
51
）
と
同
一
個
体
（
別
箇
所
）
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）
大
正
大
蔵
経
『
渓
嵐
集
』
巻
四
十
三
「
聖
天
祕
決

私
苗
」
に
は
、「
一
。
池
上
遺
言
事

或
東
寺
眞
言
師
云
。
谷
阿
闍
梨
遺
言
云
。（
後
略
）」
と
あ
り
、「
池
上
」
が
谷
阿
闍
梨
と

も
呼
ば
れ
た
皇
慶
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
［
大
正
大
蔵
経
、
六
四
二
頁
］。

（
17
）
な
お
、「
東
塔
西
谷
」
は
延
暦
寺
東
塔
の
西
谷
で
あ
ろ
う
［
景
山
一
九
六
六
］。「
真
乗
□
」

は
不
明
で
、
真
乗
院
と
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
知
り
え
な
か
っ
た

［
前
掲
書
、
二
一
五
頁
］。

（
18
）
こ
の
「
源
惠
」
は
第
九
七
世
天
台
座
主
・
源
恵
（
生
没
年
不
詳
、
補
任
は
正
応
五
年

（
一
二
九
二
）。
以
上
『
天
台
座
主
記
』
に
よ
る
。）
と
み
ら
れ
る
。

【
参
考
文
献
】

網
干
善
教

一
九
七
八
「
関
西
大
学
考
古
学
資
料
「
瓦
経
」
片
の
復
原
―
２
―
」『
史
泉
』
五
二

関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
、
一
～
一
五
頁

同

一
九
七
九
「「
瓦
経
」
資
料
解
説
」『
考
古
学
論
攷
（
橿
原
考
古
学
研
究
所
紀
要
）』

第
三
冊

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
一
～
三
三
頁

同

一
九
八
六
「
大
阪
長
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
瓦
経
に
つ
い
て
―
「
治
承
二
年
」
在
銘

瓦
経
を
中
心
に
」『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
三
六

関
西
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
八
七
～

三
〇
六
頁

石
田
茂
作

一
九
五
八
「
瓦
経
の
研
究
」『
瀬
戸
内
考
古
』
二
―
一
（
の
ち
、『
佛
教
考
古
學
論
攷
』

三

経
典
編

一
九
七
七

に
採
録
）

景
山
春
樹

一
九
六
六
『
比
叡
山
』
角
川
新
書

角
川
書
店

鎌
木
義
昌
編

一
九
六
三
『
安
養
寺
瓦
経
の
研
究
』
安
養
寺
瓦
経
の
研
究
刊
行
委
員
会

小
玉
道
明

二
〇
一
二
『
続
考
古
の
社
会
史
―
伊
賀
・
伊
勢
・
志
摩
・
東
紀
州
考
古
記
録
―
』

光
出
版
印
刷
株
式
会
社

坂
本
幸
男
・
岩
本
裕

訳
註

一
九
六
二
『
法
華
経
』〈
上
〉～〈
下
〉（
岩
波
文
庫 

青 

三
〇
四
―

一
～
三
）
岩
波
書
店 

高
楠
順
次
郎

一
九
八
九
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
普
及
版
）
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会

田
中
貴
子

二
〇
〇
三
『『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
世
界
』
名
古
屋
大
学
出
版
会

難
波
田 

徹

一
九
八
一
「
瓦
経
の
規
格
性
―
大
日
寺
と
小
町
塚
の
瓦
経
を
例
と
し
て
」『M

U
S

EU
M

（
東
京
国
立
博
物
館
研
究
誌
）』、
東
京
国
立
博
物
館
、 

四
～
一
一
頁

難
波
田 

徹

一
九
八
二
「
富
岡
謙
蔵
氏
蒐
集
・
富
岡
益
太
郎
氏
寄
贈
瓦
経
十
七
片
（
本
館
蔵
）

に
つ
い
て
―
小
町
塚
瓦
経
― 

」『
学
叢
』
四

京
都
国
立
博
物
館
、
一
二
五
～
一
四
二
頁

日
本
歴
史
学
会
編

一
九
九
九
『
日
本
史
研
究
者
辞
典
』
吉
川
弘
文
館

野
本
覚
成

二
〇
〇
一
「
渓
嵐
拾
葉
集
」『
日
本
仏
教
の
文
献
ガ
イ
ド
』
日
本
の
仏
教
第
Ⅱ
期
・

第
三
巻
（
大
久
保
良
峻
ほ
か
編
）
日
本
仏
教
研
究
会

法
蔵
館
、
四
七
～
五
〇
頁

村
木
二
郎

二
〇
〇
二
「
作
善
業
と
し
て
の
瓦
経
―
伊
勢
小
町
塚
・
菩
提
山
瓦
経
の
復
原
か
ら
」

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
九
三

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
一
～
八
四
頁

望
月
信
亨

一
九
六
〇
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
第
四
巻
（
第
三
版
）
世
界
聖
典
刊
行
協
会

和
田
年
弥

一
九
九
〇
「
伊
勢
小
町
塚
瓦
経
の
復
原
研
究
―
新
資
料
の
拓
本
帖
を
中
心
に
し
て
―
」

『
國
學
院
雑
誌
』
第
九
一
巻
九
号

國
學
院
大
學
、
二
六
～
四
〇
頁

和
田
実
編

二
〇
〇
〇
『
東
観
音
寺
展
』
豊
橋
市
美
術
博
物
館

薮
中
五
百
樹

二
〇
一
三
「
治
承
二
年
在
銘
瓦
経
の
検
討
」『
立
命
館
大
学
考
古
学
論
集
Ⅵ
』
和

田
晴
吾
先
生
定
年
退
職
記
念
論
集
、
四
三
三
～
四
三
七
頁
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【
資
料
①
】
大
正
大
蔵
経

第
七
十
六
巻

六
八
七
頁
中
段
二
七
行
目
～
末
尾

※
瓦
経
の
Ａ
～
ａ
行
に
相
当

菩
提
心
ヲ

名
金
剛
界
。
又
一
切
有
情
ノ

身
中
ニ

本
來

有
普
賢
大
菩
提
心
。
爲
貪
嗔
癡
惑
之
所
纒
縛
。

經
歴
六
趣
四
生
不
觀
自
心
成
佛
之
理
。
是
故

大
日
如
來
經
ヲ

無
數
劫
爲
上
根
之
人
説
金
剛 

界
大
法
。
於
内
心
中
今
觀
日
月
輪

妄
霧
。
於

惠
風
見
大
日

＜

＜

＜

＜

ノ

光＜

。
澄
迷
濁
於
定

＜

＜

＜

＜

＜

泉
ニ

顯
得
本

覺
。
若
有
行
人
如
法
修
行
。
觀
法
成
就
ス
レ
ハ

即
身
成

佛
。
自
心3

大
日
尊
三
十
七
尊
圍
繞
。
密
嚴
國
土
。
無

盡
莊
嚴
。
内
證
眷
屬
現
在
。
皆
是
觀
心
成
佛
。
是

則
金
剛
界
無
上
乘
教
大
意
也
。
何
況3

經
云
。
若

有
衆
生
已
造
四
重
五
無
間
極
重
罪
業
。
若
發

懺
悔
心
。
能
入
此
金
剛
界
大
曼
荼
羅
。
及
有
見

者
。
一
切
罪
障
皆
得
消
滅
。
獲
得
一
切
如
來
眞

實
智
慧
云
云
故
今
爲
結
縁
於
勝
教
ニ

故
。
以
不

堪
之
器
恭
敬
受
習
金
剛
界
念
誦
儀
軌
ヲ

。
於
懈

怠
身
邪惠
欲
練
行
供
養
修
行
之
勤
。
仰
願
大
日
如

來
諸
尊
聖
衆
。
殊
垂
證
明
常
被
加
護
。
速
離
魔

縁
身
心
精
進
シ

善
根
相
應
ノ

成
佛
大
事
ヲ

必
令
成

就
給
。
願
往
生
彌
陀
淨
刹
。
聽
聞
此
祕
教
。
開
悟

自
心
妙
惠
。
以
自
心
悟
智
慧
。
普
示
法
界
三
寶
ノ

境
界
。
證
知
弟
子
意
趣
矣

已
上
池
上
御
作

以
穴
太
御
本
書
寫
了

天
台
沙
門
光
宗
記
之

【
資
料
②
】
同
前

六
八
七
頁
上
段

三
～
六
行
目

※
瓦
経
の
ｇ
・
ｈ
行
に
相
当

胎
藏
祕
密
教
法
ヲ

。
若
有
行
人
如
法
觀
行
即
身
ノ

成
佛
果
時
八
葉
開
敷
。
心
王
大
目
題
蓮
花
臺

上
。
四
佛
四
尊
生
八
葉
上
ニ

。
心
數
諸
尊
諸
會
具

【
資
料
③
】
同
前

六
八
七
頁
中
段

一
四
～
一
九
行
目    

※
瓦
経
の
ｂ
・
ｃ
行
に
相
当

傳
受
胎
藏
。
大
法
修
行
三
密
勝
行
也
。
夫
大
悲

胎
藏
界
曼
荼＜

羅
者＜

。
是
三
世
十
方
一
切
諸
佛
之

根
源
。
四
十
二
地
一
切
菩
薩
之＜

所
出
矣
。
何
物
名

胎
藏
界
凡
夫
因
時
如
未
敷
蓮
花
。
爲
諸
惑
之

【
資
料
④
】
同
前

六
八
四
頁
上
段

二
一
～
二
三
行
目

※
瓦
経
の
ｅ
・
ｆ
行
に
相
当

胎
藏
界
ト

。
凡
夫
因3

時
ニ

如
未
敷＜

蓮
花
爲
諸
惑
所

纒
縛
輪
迴
生
死
ニ

不
知
身
中
有
佛
性
理
。
是
以

【
資
料
⑤
】
同
前

六
九
九
頁
中
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下郷コレクションの瓦経片

写真 １ 考5786－10（法華経）

写真 2 考5786－9（大日経）

（写真はすべて縮尺1/2）
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写真 3 考5786－8（金剛頂経）

写真 4 考5786－3（蘇悉地経・別本二）
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下郷コレクションの瓦経片

写真 5 考5786－7（蘇悉地経・別本二）

写真 6 考5786－2（蘇悉地経・別本二）
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写真 7 考5786－2（蘇悉地経・別本二）

写真 8 考5786－11（蘇悉地経・別本二）
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下郷コレクションの瓦経片

写真 9 考5786－1（悉曇）

写真10 考5786－4（悉曇）

写真11 考5786－5（悉曇）
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写真12 考5786－ 6（渓嵐拾葉集）
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下郷コレクションの瓦経片

写真14 早稲田大学図書館所蔵拓本：イ04 03153 B146-0001
（蘇悉地経・別本二 巻下）

写真13 早稲田大学図書館所蔵拓本：イ04 03153 B146-0002
（蘇悉地経・別本二 巻下）
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Pieces of Gakyo (Buddhist scriptures on clay tablets) in the SHIMOGO 
Collection at Osaka Museum of History

KATO  Shungo 

The Osaka Museum of History possessed SHIMOGO collection. This collection was possessed by SHIMOGO mutual aid 

meeting  Foundation which was ever located in Nagahama City, Shiga. There was not the researcher who mentioned Gakyo 

(sutra-inscribed tablets)  included in this collection until now. This is because these discovery places are unidentified and it 

has not been announced so far. This report examined collation and the contents in order to report these Gakyo as a new ex-

ample.

As a result, I understood that these were Komachizuka Gakyo in Ise City and a series of things. One in these had contents 

supplemented by the Gakyo which had been already found. This material is interesting in elucidating the production of Ga-

kyo.Furthermore, Gakyo that the content except the sacred book was written was found. The contents are equal with a part 

of "Keiranshuyoushu" （『渓嵐拾葉集』） by Buddhist priest, Koshu （光宗 ;1276-1350） of the Tendai sect. I attract attention 

as a problem left unfinished in the future how I should estimate Gakyo having the contents except the sacred book.
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